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(57)【要約】
【課題】フレキシビリティが向上されたフレキシブル表
示装置を提供する。
【解決手段】フレキシブル表示装置はベース面を提供す
る表示パネル及び前記ベース面上に配置されたタッチス
クリーンを含む。表示パネルは複数個の発光領域と前記
複数個の発光領域に隣接した非発光領域とを含む。タッ
チスクリーンのタッチ電極と絶縁層とは複数個の発光領
域に対応する開口部が定義されたメッシュ形状を有する
。それによって、表示装置のフレキシビリティが向上さ
れ、タッチ電極のクラックが防止される。
【選択図】図１０Ｂ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベース面を提供し、複数個の発光領域と前記複数個の発光領域に隣接した非発光領域と
を含む表示パネルと、
　前記ベース面上に配置されたタッチスクリーンと、を含み、
　前記タッチスクリーンは、
　　前記ベース面上に配置され、前記非発光領域に重畳する第１導電パターンと、
　　前記ベース面上に配置され、前記第１導電パターンをカバーし、前記複数個の発光領
域に対応する複数個の第１開口部が定義された第１絶縁層と、
　　前記第１絶縁層上に配置され、前記非発光領域に重畳する第２導電パターンと、
　　前記第１絶縁層上に配置され、前記第２導電パターンをカバーし、前記複数個の発光
領域に対応する複数個の第２開口部が定義された第２絶縁層と、を含むフレキシブル表示
装置。
【請求項２】
　前記第１導電パターン及び前記第２導電パターンの各々は、複数個の開口部が定義され
たメッシュ形状である請求項１に記載のフレキシブル表示装置。
【請求項３】
　前記第１導電パターンは、第１方向に延長されて前記第１方向と交差する第２方向に羅
列された第１タッチ電極を含み、
　前記第１タッチ電極の各々は、複数個のタッチ開口部が定義された請求項１に記載のフ
レキシブル表示装置。
【請求項４】
　前記第１タッチ電極の各々は、前記第１方向に羅列された第１センサ部及び各々が前記
第１センサ部の中で隣接する２個の第１センサ部を連結する第１連結部を含み、
　前記第１導電パターンは、前記第１センサ部に隣接して配置された第２センサ部をさら
に含む請求項３に記載のフレキシブル表示装置。
【請求項５】
　前記第２導電パターンは、各々が第２センサ部の中で第２方向に隣接する２個の第２セ
ンサ部を、前記第１絶縁層を貫通する貫通ホールを介して連結する第２連結部を含む請求
項２に記載のフレキシブル表示装置。
【請求項６】
　前記表示パネルは、
　ベース基板と、
　前記ベース基板上に配置された回路層と、
　前記回路層上に配置された有機発光素子層と、
　前記有機発光素子層を封止する薄膜封止層と、を含む請求項１に記載のフレキシブル表
示装置。
【請求項７】
　前記薄膜封止層は、前記ベース面を提供する請求項６に記載のフレキシブル表示装置。
【請求項８】
　前記薄膜封止層は、
　前記有機発光素子層に接触する下部無機薄膜と、
　前記ベース面上に配置された有機薄膜と、
　前記有機薄膜と交互に積層された上部無機薄膜と、を含む請求項７に記載のフレキシブ
ル表示装置。
【請求項９】
　前記下部無機薄膜は、少なくともリチウムフローライド層を含む請求項８に記載のフレ
キシブル表示装置。
【請求項１０】
　前記交互に積層された前記有機薄膜と前記上部無機薄膜との中で最上側に配置された薄
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膜は、前記複数個の第１開口部に対応する第３開口部又は溝部が定義された請求項８に記
載のフレキシブル表示装置。
【請求項１１】
　前記第１導電パターンは、
　前記複数個の第１開口部に対応する複数個のタッチ開口部が定義された第１タッチ電極
と、
　前記第１タッチ電極と離隔された第１補助電極と、を含み、
　前記第２導電パターンは、
　前記第１タッチ電極と交差し、前記複数個の第１開口部に対応する複数個のタッチ開口
部が定義され、各々が前記第１補助電極の中で対応する第１補助電極と電気的に連結され
た第２タッチ電極と、
　各々が前記第１タッチ電極の中で対応する第１タッチ電極に電気的に連結された第２補
助電極と、を含む請求項１に記載のフレキシブル表示装置。
【請求項１２】
　前記第１タッチ電極の各々は、前記第２補助電極の中で対応する第２補助電極に重畳す
る第１センサ部及び各々が前記第１センサ部の中で隣接する２個の第１センサ部を連結す
る第１連結部を含み、
　前記第２タッチ電極の各々は、前記第１補助電極の中で対応する第１補助電極に重畳す
る第２センサ部及び各々が前記第２センサ部の中で隣接する２個の第２センサ部を連結す
る第２連結部を含む請求項１１に記載のフレキシブル表示装置。
【請求項１３】
　前記対応する第２補助電極と前記第１センサ部とは、前記第１絶縁層を貫通する補助貫
通ホールを介して電気的に連結された請求項１２に記載のフレキシブル表示装置。
【請求項１４】
　前記第１補助電極の各々は、メッシュ形状であり、前記第２補助電極の各々は、メッシ
ュ形状である請求項１３に記載のフレキシブル表示装置。
【請求項１５】
　各々が前記複数個の第１開口部の中で対応する第１開口部の内側に配置された複数個の
カラーフィルタをさらに含む請求項１に記載のフレキシブル表示装置。
【請求項１６】
　前記第２絶縁層には前記複数個の発光領域に対応する複数個の第２開口部が定義された
請求項１５に記載のフレキシブル表示装置。
【請求項１７】
　前記複数個のカラーフィルタの各々は、前記複数個の第２開口部の中で対応する第２開
口部の内側に延長された請求項１６に記載のフレキシブル表示装置。
【請求項１８】
　前記第１絶縁層及び前記第２絶縁層の各々は、ブラックマトリックスである請求項１６
に記載のフレキシブル表示装置。
【請求項１９】
　前記第２絶縁層は、前記複数個のカラーフィルタに重畳する請求項１５に記載のフレキ
シブル表示装置。
【請求項２０】
　前記第２絶縁層上に配置され、前記複数個の発光領域に対応する複数個の透過開口部が
定義されたブラックマトリックス層をさらに含む請求項１５に記載のフレキシブル表示装
置。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はフレキシブル表示装置に関し、さらに詳細には機能性部材が一体化されたフレ
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キシブル表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スマートフォン、デジタルカメラ、ノートブック型コンピュータ、ナビゲーション、及
びスマートテレビジョン等のような電子装置が開発されている。このような電子装置は情
報提供のために表示装置を具備する。
【０００３】
　電子装置が多様な形態に変化されることによって、表示装置の形態もそれに対応するよ
うに変化されている。既存の電子装置は平板型の表示装置を具備した。最近に開発される
電子装置は曲面型、ベンディング型、ローリング型のようなフレキシブル型の表示装置を
要求する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第９，０４６，９５２号明細書
【特許文献２】米国特許第８，６２４，８６８号明細書
【特許文献３】米国特許第８，５０２，４４４号明細書
【特許文献４】米国特許出願公開第２０１４／０３６０８５５号明細書
【特許文献５】韓国公開特許第１０－２０１５－００２０９２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、本発明の目的はフレキシビリティが向上されたフレキシブル表示装置を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一実施形態による表示装置はベース面を提供し、複数個の発光領域と前記複数
個の発光領域に隣接した非発光領域とを含む表示パネル及び前記ベース面上に配置された
タッチスクリーンを含む。
【０００７】
　前記タッチスクリーンは第１導電パターン、第１絶縁層、第２導電パターン、及び第２
絶縁層を含む。第１導電パターンは前記ベース面上に配置され、前記非発光領域に重畳す
る。前記第１絶縁層は前記ベース面上に配置され、前記第１導電パターンをカバーし、前
記複数個の発光領域に対応する複数個の第１開口部が定義される。前記第２導電パターン
は前記第１絶縁層上に配置され、前記非発光領域に重畳する。前記第２絶縁層は前記第１
絶縁層上に配置され、前記第２導電パターンをカバーし、前記複数個の発光領域に対応す
る複数個の第２開口部が定義された第２絶縁層を含む。
【０００８】
　前記第１導電パターン及び前記第２導電パターンの各々は複数個の開口部が定義された
メッシュ形状であってもよい。
【０００９】
　前記第１導電パターンは第１方向に延長されて前記第１方向と交差する第２方向に羅列
された第１タッチ電極を含むことができる。
【００１０】
　前記第１タッチ電極の各々は複数個のタッチ開口部が定義されることができる。
【００１１】
　前記第２導電パターンは前記第２方向に延長されて前記第１方向に羅列された第２タッ
チ電極を含むことができる。
【００１２】
　前記第２タッチ電極の各々は複数個のタッチ開口部が定義されることができる。
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【００１３】
　前記第１タッチ電極の各々は前記第１方向に羅列された第１センサ部及び各々が前記第
１センサ部の中で隣接する２個の第１センサ部を連結する第１連結部を含むことができる
。
【００１４】
　前記第１導電パターンは前記第１センサ部に隣接して配置された第２センサ部をさらに
含むことができる。前記第２導電パターンは各々が第２センサ部の中で、第２方向で隣接
する２個の第２センサ部を、前記第１絶縁層を貫通する貫通ホールを介して連結する第２
連結部を含むことができる。
【００１５】
　前記表示パネルは、ベース基板、前記ベース基板上に配置された回路層、前記回路層上
に配置された有機発光素子層、及び前記有機発光素子層を封止する薄膜封止層を含むこと
ができる。
【００１６】
　前記薄膜封止層は前記ベース面を提供することができる。
【００１７】
　前記薄膜封止層は、前記有機発光素子層に接触する下部無機薄膜、前記ベース面上に配
置された有機薄膜、前記有機薄膜と交互に積層された上部無機薄膜を含むことができる。
【００１８】
　前記下部無機薄膜は少なくともリチウムフローライド層を含むことができる。
【００１９】
　前記交互に積層された前記有機薄膜と前記上部無機薄膜の中で最上側に配置された薄膜
は前記複数個の第１開口部に対応する第３開口部又は溝部が定義されることができる。
【００２０】
　前記表示パネルは前記ベース面を提供するバッファ層をさらに含むことができる。
【００２１】
　前記バッファ層は前記複数個の第１開口部に対応する第３開口部又は溝部が定義される
ことができる。
【００２２】
　前記第１導電パターンは、前記複数個の第１開口部に対応する複数個のタッチ開口部が
定義された第１タッチ電極及び前記第１タッチ電極と離隔された第１補助電極を含むこと
ができる。前記第２導電パターンは、前記第１タッチ電極と交差し、前記複数個の第１開
口部に対応する複数個のタッチ開口部が定義され、各々が前記第１補助電極の中で対応す
る第１補助電極と電気的に連結された第２タッチ電極及び各々が前記第１タッチタッチ電
極の中で対応する第１タッチ電極に電気的連結された第２補助電極を含むことができる。
【００２３】
　前記第１タッチ電極の各々は前記第２補助電極の中で対応する第２補助電極に重畳する
第１センサ部及び各々が前記第１センサ部の中で隣接する２個の第１センサ部を連結する
第１連結部を含むことができる。
【００２４】
　前記第２タッチ電極の各々は前記第１補助電極の中で対応する第１補助電極に重畳する
第２センサ部及び各々の前記第２センサ部の中で隣接する２個の第２センサ部を連結する
第２連結部を含むことができる。
【００２５】
　前記対応する第２補助電極と前記第１センサ部は前記第１絶縁層を貫通する補助貫通ホ
ールを介して電気的に連結されることができる。
【００２６】
　前記第１補助電極の各々はメッシュ形状であり、前記第２補助電極の各々はメッシュ形
状であってもよい。
【００２７】
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　各々が前記複数個の第１開口部の中で対応する第１開口部の内側に配置された複数個の
カラーフィルタをさらに含むことができる。
【００２８】
　本発明の一実施形態によるフレキシブル表示装置はベース面を提供し、複数個の発光領
域と前記複数個の発光領域に隣接した非発光領域を含む表示パネル及び前記ベース面上に
配置されたタッチスクリーンを含む。
【００２９】
　前記タッチスクリーンは前記ベース面上に配置され、前記非発光領域に重畳する第１導
電パターン、前記ベース面上に配置され、前記第１導電パターンをカバーし、前記複数個
の発光領域に対応する複数個の第１開口部が定義された第１ブラックマトリックス、各々
が前記複数個の第１開口部の中で対応する第１開口部の内側に配置された複数個のカラー
フィルタ、前記第１ブラックマトリックス及び前記複数個のカラーフィルタ上に配置され
、前記複数個の発光領域と前記非発光領域に重畳する絶縁層及び前記絶縁層上に配置され
、前記非発光領域に重畳する第２導電パターンを含むことができる。
【００３０】
　前記第２導電パターンはクロム酸化物（Ｃｈｒｏｍｉｕｍ　ｏｘｉｄｅ）、クロム窒化
物（Ｃｈｒｏｍｉｕｍ　ｎｉｔｒｉｄｅ）、チタニウム酸化物（Ｔｉｔａｎｉｕｍ　ｏｘ
ｉｄｅ）、及びチタニウム窒化物（Ｔｉｔａｎｉｕｍ　ｎｉｔｒｉｄｅ）の中でいずれか
一つ又はこれらの合金等を含むことができる。
【００３１】
　前記絶縁層上に配置され、前記第２導電パターンをカバーし、前記非発光領域に重畳す
る第２ブラックマトリックスをさらに含むことができる。
【００３２】
　前記第２ブラックマトリックスには前記複数個の発光領域に対応する複数個の第２開口
部が定義されることができる。
【００３３】
　前記複数個のカラーフィルタの各々のエッジは前記第２ブラックマトリックスに重畳す
ることができる。
【００３４】
　本発明の一実施形態によるフレキシブル表示装置はベース面を提供し、複数個の発光領
域と前記複数個の発光領域に隣接した非発光領域を含む表示パネル及び前記ベース面上に
配置されたタッチスクリーンを含む。前記タッチスクリーンは前記ベース面上に配置され
、前記非発光領域に重畳する第１導電パターン、前記ベース面上に配置された複数個のカ
ラーフィルタ、前記複数個のカラーフィルタ上に配置され、前記非発光領域に重畳する第
２導電パターン及び前記非発光領域に重畳するブラックマトリックスを含む。
【００３５】
　前記複数個のカラーフィルタの各々は前記複数個の発光領域の中で対応する発光領域に
重畳する中心部分及び前記中心部分から延長されて前記非発光領域に重畳し、前記第１導
電パターンの中で対応する第１導電パターンに重畳するエッジ部分を含む。
【００３６】
　前記複数個のカラーフィルタの中で一部のカラーフィルタのエッジ部分は前記第１導電
パターンに接触し、前記第１導電パターンをカバーすることができる。
【００３７】
　前記ブラックマトリックスは前記複数個のカラーフィルタ上に配置されて、前記第２導
電パターンをカバーすることができる。
【００３８】
　本発明の一実施形態によるフレキシブル表示装置はベース面を提供し、複数個の発光領
域と前記複数個の発光領域に隣接した非発光領域を含む表示パネル及び前記ベース面上に
配置されたタッチスクリーンを含む。
【００３９】
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　前記タッチスクリーンは前記ベース面上に配置され、前記非発光領域に重畳するノイズ
遮蔽導電層、前記ベース面上に配置され、前記ノイズ遮蔽導電層をカバーする第１絶縁層
、前記第１絶縁層上に配置され、前記ノイズ遮蔽導電層の中で一部分に重畳する第１導電
パターン、前記第１絶縁層上に配置された第２絶縁層、前記第２絶縁層上に配置されて前
記ノイズ遮蔽導電層の中で一部分に重畳する第２導電パターン及び前記第２絶縁層上に配
置された第３絶縁層を含む。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１Ａ】本発明の一実施形態によるフレキシブル表示装置の第１動作による斜視図であ
る。
【図１Ｂ】本発明の一実施形態によるフレキシブル表示装置の第２動作による斜視図であ
る。
【図２Ａ】本発明の一実施形態によるフレキシブル表示装置の第１動作による断面図であ
る。
【図２Ｂ】本発明の一実施形態によるフレキシブル表示装置の第２動作による断面図であ
る。
【図３】本発明の一実施形態によるフレキシブル表示パネルの斜視図である。
【図４】本発明の一実施形態による画素の等価回路図である。
【図５】本発明の一実施形態による有機発光表示パネルの部分平面図である。
【図６Ａ】本発明の一実施形態による有機発光表示パネルの部分断面図である。
【図６Ｂ】本発明の一実施形態による有機発光表示パネルの部分断面図である。
【図７Ａ】本発明の一実施形態による薄膜封止層の断面図である。
【図７Ｂ】本発明の一実施形態による薄膜封止層の断面図である。
【図７Ｃ】本発明の一実施形態による薄膜封止層の断面図である。
【図８Ａ】本発明の一実施形態による表示装置の断面図である。
【図８Ｂ】本発明の一実施形態による表示装置の断面図である。
【図９Ａ】本発明の一実施形態によるタッチスクリーンの導電層の平面図である。
【図９Ｂ】本発明の一実施形態によるタッチスクリーンの導電層の平面図である。
【図１０Ａ】図９ＡのＡＡ領域の部分拡大図である。
【図１０Ｂ】図１０Ａの部分断面図である。
【図１１Ａ】図９ＢのＢＢ領域の部分拡大図である。
【図１１Ｂ】図１１Ａの部分断面図である。
【図１２Ａ】図９Ａ及び図９ＢのＣＣ領域の部分拡大図である。
【図１２Ｂ】図１２Ａの部分断面図である。
【図１３Ａ】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図１３Ｂ】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図１４Ａ】本発明の一実施形態によるタッチスクリーンの導電層の平面図である。
【図１４Ｂ】本発明の一実施形態によるタッチスクリーンの導電層の平面図である。
【図１４Ｃ】図１４Ａ及び図１４ＢのＣＣ領域の部分拡大図である。
【図１４Ｄ】図１４Ｃの部分断面図である。
【図１４Ｅ】図１４Ａ及び図１４ＢのＣＣ領域の部分拡大図である。
【図１４Ｆ】図１４Ｅの部分断面図である。
【図１５Ａ】本発明の一実施形態によるタッチスクリーンの導電層の平面図である。
【図１５Ｂ】本発明の一実施形態によるタッチスクリーンの導電層の平面図である。
【図１６Ａ】図１５Ａ及び図１５ＢのＤＤ領域の部分拡大図である。
【図１６Ｂ】図１６Ａの部分拡大図である。
【図１６Ｃ】図１６Ａの部分断面図である。
【図１６Ｄ】図１６Ａの部分断面図である。
【図１７Ａ】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図１７Ｂ】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
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【図１７Ｃ】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図１７Ｄ】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図１７Ｅ】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図１８】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図１９Ａ】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図１９Ｂ】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図２０】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図２１Ａ】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図２１Ｂ】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図２１Ｃ】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図２２Ａ】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図２２Ｂ】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図２２Ｃ】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図２２Ｄ】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図２３】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図２４Ａ】本発明の一実施形態によるタッチスクリーンの導電層の平面図である。
【図２４Ｂ】本発明の一実施形態によるタッチスクリーンの導電層の平面図である。
【図２５Ａ】本発明の一実施形態によるタッチスクリーンの導電層の平面図である。
【図２５Ｂ】本発明の一実施形態によるタッチスクリーンの導電層の平面図である。
【図２５Ｃ】図２５Ａ及び図２５ＢのＤＤ領域の部分拡大図である。
【図２５Ｄ】図２５Ｃの部分断面図である。
【図２６Ａ】本発明の一実施形態による表示装置の部分拡大図である。
【図２６Ｂ】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図２６Ｃ】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図２６Ｄ】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図２６Ｅ】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図２７Ａ】本発明の一実施形態による表示装置の部分拡大図である。
【図２７Ｂ】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図２７Ｃ】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図２７Ｄ】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図２７Ｅ】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図２８Ａ】本発明の一実施形態による表示装置の部分拡大図である。
【図２８Ｂ】図２８Ａの部分断面図である。
【図２９Ａ】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図２９Ｂ】本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【図３０Ａ】本発明の一実施形態によるフレキシブル表示装置の第１動作による断面図で
ある。
【図３０Ｂ】本発明の一実施形態によるフレキシブル表示装置の第２動作による断面図で
ある。
【図３０Ｃ】本発明の一実施形態によるフレキシブル表示装置の第１動作による断面図で
ある。
【図３０Ｄ】本発明の一実施形態によるフレキシブル表示装置の第１動作による断面図で
ある。
【図３０Ｅ】本発明の一実施形態によるフレキシブル表示装置の第１動作による断面図で
ある。
【図３１Ａ】本発明の一実施形態による表示装置の断面図である。
【図３１Ｂ】本発明の一実施形態による表示装置の断面図である。
【図３１Ｃ】本発明の一実施形態による表示装置の断面図である。
【図３１Ｄ】本発明の一実施形態による表示装置の断面図である。
【図３２Ａ】本発明の一実施形態によるタッチスクリーンの導電層の平面図である。
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【図３２Ｂ】本発明の一実施形態によるタッチスクリーンの導電層の平面図である。
【図３２Ｃ】本発明の一実施形態によるタッチスクリーンのノイズ遮蔽導電層の平面図で
ある。
【図３２Ｄ】本発明の一実施形態によるタッチスクリーンのノイズ遮蔽導電層の平面図で
ある。
【図３３Ａ】図３２ＡのＡＡ領域の部分拡大図である。
【図３３Ｂ】本発明の一実施形態による図３３Ａの部分断面図である。
【図３３Ｃ】本発明の一実施形態による図３３Ａの部分断面図である。
【図３３Ｄ】本発明の一実施形態による図３３Ａの部分断面図である。
【図３３Ｅ】本発明の一実施形態による図３３Ａの部分断面図である。
【図３３Ｆ】本発明の一実施形態による図３３Ａの部分断面図である。
【図３３Ｇ】本発明の一実施形態による図３３Ａの部分断面図である。
【図３３Ｈ】本発明の一実施形態による図３３Ａの部分断面図である。
【図３３Ｉ】本発明の一実施形態による図３３Ａの部分断面図である。
【図３３Ｊ】本発明の一実施形態による図３３Ａの部分断面図である。
【図３４Ａ】図３２ＢのＢＢ領域の部分拡大図である。
【図３４Ｂ】本発明の一実施形態による図３４Ａの部分断面図である。
【図３５Ａ】図３２Ａ及び図３２ＢのＣＣ領域の部分拡大図である。
【図３５Ｂ】図３５Ａの部分断面図である。
【図３６Ａ】本発明の一実施形態によるタッチスクリーンの導電層の平面図である。
【図３６Ｂ】本発明の一実施形態によるタッチスクリーンの導電層の平面図である。
【図３６Ｃ】図３６Ａ及び図３６ＢのＣＣ領域の部分拡大図である。
【図３６Ｄ】図３６Ｃの部分断面図である。
【図３７Ａ】本発明の一実施形態によるタッチスクリーンの導電層の平面図である。
【図３７Ｂ】本発明の一実施形態によるタッチスクリーンの導電層の平面図である。
【図３８Ａ】図３７Ａ及び図３７ＢのＤＤ領域の部分拡大図である。
【図３８Ｂ】図３８Ａの部分拡大図である。
【図３８Ｃ】図３８Ａの部分断面図である。
【図３８Ｄ】図３８Ａの部分断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００４１】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。本明細書で、ある構成要素（又は
領域、層、部分等）が他の構成要素の“上にある”、“連結された”、又は“結合された
”と言及される場合に、それは他の構成要素上に直接配置／連結／結合されることができ
るか、或いはその間に第３の構成要素が配置されることができるということを意味する。
【００４２】
　同一な図面符号は同一な構成要素で称する。また、図面において、構成要素の厚さ、比
率、及び寸法は技術的な内容の効果的な説明のために誇張されることがある。“及び／又
は”は連関された構成が定義することができる１つ以上の組み合わせを全て含む。
【００４３】
　第１、第２等の用語は、多様な構成要素を説明するために使用されるが、構成要素は用
語によって限定されない。用語は、１つの構成要素を他の構成要素から区別する目的のみ
に使用される。例えば、本発明の権利範囲を逸脱しなく、第１構成要素は、第２構成要素
と称されることができ、同様に第２構成要素も第１構成要素と称されてもよい。単数の表
現は、文脈の上に明確に異なることを意味しない限り、複数の表現を含む。
【００４４】
　また、“下に”、“下側に”、“上に”、“上側に”等の用語は図面に図示された構成
の連関関係を説明するために使用される。前記用語は相対的な概念として図面に表示され
た方向を基準に説明される。
【００４５】
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　“含む”又は“有する”等の用語は、明細書の上に記載された特徴、数字、段階、動作
、構成要素、部品又はこれらを組み合わせたことが存在することを指定しようとすること
であり、１つ又はそれ以上の他の特徴や数字、段階、動作、構成要素、部分品又はそれら
を組み合わせたことの存在又は付加可能性を予め排除しないものとして理解しなければな
らない。
【００４６】
　図１Ａは本発明の一実施形態によるフレキシブル表示装置ＤＤの第１動作による斜視図
である。図１Ｂは本発明の一実施形態によるフレキシブル表示装置ＤＤの第２動作による
斜視図である。図２Ａは本発明の一実施形態によるフレキシブル表示装置ＤＤの第１動作
による断面図である。図２Ｂは本発明の一実施形態によるフレキシブル表示装置ＤＤの第
２動作による断面図である。
【００４７】
　イメージＩＭが表示される表示面ＩＳは第１方向軸ＤＲ１と第２方向軸ＤＲ２とが定義
する面と平行である。表示面ＩＳの法線方向、即ちフレキシブル表示装置ＤＤの厚さ方向
は第３方向軸ＤＲ３が指示する。各部材の前面（又は上面）と背面（又は下面）とは第３
方向軸ＤＲ３によって区分される。しかし、第１乃至第３方向軸ＤＲ１、ＤＲ３、ＤＲ３
が指示する方向は相対的な概念として他の方向に変換される。以下、第１乃至第３方向は
第１乃至第３方向軸ＤＲ１、ＤＲ３、ＤＲ３が指示する方向に同一な図面符号を参照する
。
【００４８】
　図１Ａ乃至図２Ｂはフレキシブル表示装置ＤＤの一例としてフォルダブル表示装置を示
した。しかし、本発明はこれに限定されず、フレキシブル表示装置ＤＤは所定の曲率を有
するカーブドフレキシブル表示装置又は曲がれるローラーブルフレキシブル表示装置であ
る。別途に図示していないが、本発明のフレキシブル表示装置ＤＤはテレビジョン、モニ
ター等のような大型電子装置をはじめ、携帯電話、タブレット、自動車ナビゲーション、
ゲーム機、スマートウォッチ等のような中小型の電子装置等に使用される。
【００４９】
　図１Ａに図示されたようにフレキシブル表示装置ＤＤの表示面ＩＳは複数個の領域に区
分される。フレキシブル表示装置ＤＤはイメージＩＭが表示される表示領域ＤＤ－ＤＡ、
表示領域ＤＤ－ＤＡに隣接した非表示領域ＤＤ－ＮＤＡを含む。非表示領域ＤＤ－ＮＤＡ
はイメージが表示されない領域である。図１ＡではイメージＩＭの一例として花瓶を示し
た。一例として、表示領域ＤＤ－ＤＡは四角の形状である。非表示領域ＤＤ－ＮＤＡは表
示領域ＤＤ－ＤＡを囲む。但し、これに制限されなく、表示領域ＤＤ－ＤＡの形状と非表
示領域ＤＤ－ＮＤＡの形状とは相対的にデザインされる。
【００５０】
　図１Ａ及び図１Ｂに図示されたように、表示装置ＤＤはベンディング軸ＢＸに基づいて
（ｏｎ　ｔｈｅ　ｂａｓｉｓ　ｏｆ）ベンディングされるベンディング領域ＢＡ、非ベン
ディングされる第１非ベンディング領域ＮＢＡ１、及び第２非ベンディング領域ＮＢＡ２
として定義される。第１非ベンディング領域ＮＢＡ１の表示面ＩＳと第２非ベンディング
領域ＮＢＡ２の表示面ＩＳとが対向するように内側ベンディング（ｉｎｎｅｒ－ｂｅｎｄ
ｉｎｇ）される。表示装置ＤＤは使用者の操作に応じて表示面ＩＳが外部に露出されるよ
うに外側ベンディング（ｏｕｔｅｒ－ｂｅｎｄｉｎｇ）されることもあり得る。
【００５１】
　本発明の一実施形態で表示装置ＤＤは複数個のベンディング領域ＢＡを含む。そのうえ
、使用者が表示装置ＤＤを操作する形態に対応してベンディング領域ＢＡが定義される。
例えば、ベンディング領域ＢＡは図１Ｂとは異なり、第１方向軸ＤＲ１に平行になるよう
に定義され、対角線方向に定義されるでもよい。ベンディング領域ＢＡの面積は固定され
ず、ベンディング半径ＢＲ（図２Ｂ参照）に従って決定される。
【００５２】
　図２Ａ及び図２Ｂに図示されたように、表示装置ＤＤは表示パネルＤＰ、タッチスクリ
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ーンＴＳ、及びウインド部材ＷＭを含む。表示パネルＤＰ、タッチスクリーンＴＳ、及び
ウインド部材ＷＭの各々はフレキシブルな性質を有する。別途に図示していないが、本発
明の一実施形態による表示装置ＤＤはウインド部材ＷＭと結合されて表示パネルＤＰ及び
タッチスクリーンＴＳを保護する保護部材をさらに含む。表示パネルＤＰは入力された映
像データに対応するイメージＩＭ（図１Ａ参照）を生成する。表示パネルＤＰは有機発光
表示パネル、電気泳動表示パネル、エレクトロ・ウェッティング表示パネル等であること
かでき、その種類が制限されない。本実施形態で有機発光表示パネルが例示的に説明され
る。有機発光表示パネルに対する詳細な説明は後述する。
【００５３】
　タッチスクリーンＴＳは外部入力の座標情報を獲得する。タッチスクリーンＴＳは表示
パネルＤＰが提供するベース面上に配置される。本実施形態でタッチスクリーンＴＳは表
示パネルと連続工程によって製造される。
【００５４】
　タッチスクリーンＴＳは静電容量方式のタッチスクリーンである。しかし、これに制限
されなく、電磁気誘導方式のように、２個タイプのタッチ電極を含む他の方式のタッチス
クリーンに代替される。
【００５５】
　ウインド部材ＷＭは透明光学接着部材（Ｏｐｔｉｃａｌｌｙ　Ｃｌｅａｒ　Ａｄｈｅｓ
ｉｖｅ　ｆｉｌｍ、ＯＣＡ）によってタッチスクリーンＴＳと結合される。ウインド部材
ＷＭはベース部材ＷＭ－ＢＳ及びベゼル層ＷＭ－ＢＺを含む。ベース部材ＷＭ－ＢＳはプ
ラスチックフィルム等を含む。ベゼル層ＷＭ－ＢＺはベース部材ＷＭ－ＢＳに部分的に重
畳する。ベゼル層ＷＭ－ＢＺはベース部材ＷＭ－ＢＳの背面に配置されて表示装置ＤＤの
ベゼル領域、即ち非表示領域ＮＤＡ（図１Ａ参照）を定義する。ベゼル層ＷＭ－ＢＺは有
色の有機層であり、例えば、コーティング方式に形成される。
【００５６】
　別途に図示していないが、ウインド部材ＷＭはベース部材ＷＭ－ＢＳの前面に配置され
た機能性のコーティング層をさらに含む。機能性のコーティング層は指紋防止層、反射防
止層、及びハードコーティング層等を含む。
【００５７】
　別途に図示していないが、本発明の一実施形態による表示装置ＤＤはウインド部材ＷＭ
がタッチスクリーンＴＳ又は表示パネルＤＰに一体化される。透明光学接着部材ＯＣＡは
省略され、ベース部材ＷＭ－ＢＳを代替するコーティング層がタッチスクリーンＴＳ又は
表示パネルＤＰに形成される。
【００５８】
　図３は本発明の一実施形態によるフレキシブル表示パネルＤＰの斜視図である。図４は
本発明の一実施形態による画素ＰＸの等価回路図である。以下、フレキシブル表示パネル
ＤＰは有機発光表示パネルＤＰとして説明される。有機発光表示パネルＤＰは平面上で表
示領域ＤＡと非表示領域ＮＤＡとを含む。有機発光表示パネルＤＰの表示領域ＤＡ及び非
表示領域ＮＤＡはベゼル層ＷＭ－ＢＺによって定義される表示装置ＤＤの表示領域ＤＤ－
ＤＡ及び非表示領域ＤＤ－ＮＤＡと必ず同一である必要はなく、有機発光表示パネルＤＰ
の構造／デザインによって変更される。
【００５９】
　図３に図示されたように、有機発光表示パネルＤＰは表示領域ＤＡに配置された複数個
の画素ＰＸを含む。マトリックス形状に配置された複数個の画素ＰＸを図示したが、これ
に制限されない。複数個の画素ＰＸは非マトリックス形状、例えばペンタイル形態に配置
される。
【００６０】
　図４ではｉ番目の走査ラインＳＬｉとｊ番目のソースラインＤＬｊとに接続された１つ
の画素ＰＸｉｊの等価回路を例示的に示した。別途に図示していないが、複数個の画素Ｐ
Ｘは同一な等価回路を有する。



(12) JP 2017-16655 A 2017.1.19

10

20

30

40

50

【００６１】
　画素ＰＸｉｊ、少なくとも１つのトランジスタＴＲ１、ＴＲ２、少なくとも１つのキャ
パシタＣａｐ、及び有機発光素子ＯＬＥＤを含む。本実施形態で２個のトランジスタＴＲ
１、ＴＲ２及び１つのキャパシタＣａｐを含む画素駆動回路を例示的に図示したが、画素
駆動回路の構成はこれに制限されない。
【００６２】
　有機発光素子ＯＬＥＤのアノードは第２トランジスタＴＲ２を介して電源ラインＰＬに
印加された第１電源電圧ＥＬＶＤＤを受信する。有機発光素子ＯＬＥＤのカソードは第２
電源電圧ＥＬＶＳＳを受信する。第１トランジスタＴＲ１はｉ番目の走査ラインＳＬｉに
印加された走査信号に応答してｊ番目のソースラインＤＬｊに印加されたデータ信号を出
力する。キャパシタＣａｐは第１トランジスタＴＲ１から受信したデータ信号に対応する
電圧を充電する。第２トランジスタＴＲ２はキャパシタＣａｐに格納された電圧に対応し
て有機発光素子ＯＬＥＤに流れる駆動電流を制御する。
【００６３】
　図５は本発明の一実施形態による有機発光表示パネルＤＰの部分平面図である。図６Ａ
及び図６Ｂは本発明の一実施形態による有機発光表示パネルＤＰの部分断面図である。図
５は表示領域ＤＡ（図３参照）の一部を示した。図６Ａは図４に図示された等価回路の第
１トランジスタＴＲ１及びキャパシタＣａｐに対応する部分の断面を図示し、図６Ｂは図
４に図示された等価回路の第２トランジスタＴＲ２及び有機発光素子ＯＬＥＤに対応する
部分の断面を示した。
【００６４】
　図５に図示されたように、有機発光表示パネルＤＰは第１方向軸ＤＲ１と第２方向軸Ｄ
Ｒ２とが定義する平面上で複数個の発光領域ＰＸＡ－Ｒ、ＰＸＡ－Ｇ、ＰＸＡ－Ｂと非発
光領域ＮＰＸＡとして定義される。図５ではマトリックス形状に配置された３個タイプの
発光領域ＰＸＡ－Ｒ、ＰＸＡ－Ｇ、ＰＸＡ－Ｂを例示的に示した。３個タイプの発光領域
ＰＸＡ－Ｒ、ＰＸＡ－Ｇ、ＰＸＡ－Ｂには３個の互いに異なるカラーを発光する有機発光
素子の各々が配置される。
【００６５】
　本発明の一実施形態で３個タイプの発光領域ＰＸＡ－Ｒ、ＰＸＡ－Ｇ、ＰＸＡ－Ｂには
ホワイトカラーを発光する有機発光素子の各々が配置される。この時、３個タイプの互い
に異なるカラーのカラーフィルタが３個タイプの発光領域ＰＸＡ－Ｒ、ＰＸＡ－Ｇ、ＰＸ
Ａ－Ｂの各々に重畳する。
【００６６】
　本明細書で“発光領域で所定のカラーの光を放出する”ということは対応する発光素子
で生成された光をそのまま放出するだけではなく、対応する発光素子で生成された光のカ
ラーを変換させて放出することを全て含む。本発明の一実施形態で複数個の発光領域ＰＸ
Ａ－Ｒ、ＰＸＡ－Ｇ、ＰＸＡ－Ｂは４個タイプ以上の発光領域を含む。非発光領域ＮＰＸ
Ａは発光領域ＰＸＡ－Ｒ、ＰＸＡ－Ｇ、ＰＸＡ－Ｂを囲む第１非発光領域ＮＰＸＡ－１及
び第１非発光領域ＮＰＸＡ－１の境界を定義する第２非発光領域ＮＰＸＡ－２に区分され
る。第１非発光領域ＮＰＸＡ－１の各々に対応する画素の駆動回路、例えばトランジスタ
ＴＲ１、ＴＲ２（図４参照）又はキャパシタＣａｐ（図４参照）が配置される。第２非発
光領域ＮＰＸＡ－２に信号ライン、例えば走査ラインＳＬｉ（図４参照）、ソースライン
ＤＬｊ（図４参照）、電源ラインＰＬ（図４参照）が配置される。但し、これに制限され
なく、第１非発光領域ＮＰＸＡ－１と第２非発光領域ＮＰＸＡ－２とは互いに区分されな
いこともある。
【００６７】
　別途に図示していないが、本発明の一実施形態によると、発光領域ＰＸＡ－Ｒ、ＰＸＡ
－Ｇ、ＰＸＡ－Ｂの各々は斜方形と類似な形状を有する。本発明の一実施形態によると、
反復的に配置された４個タイプの発光領域に４個の互いに異なるカラーを発光する有機発
光素子の各々が配置される。
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【００６８】
　図６Ａ及び図６Ｂに図示されたように、有機発光表示パネルＤＰはベース基板ＳＵＢ、
回路層ＤＰ－ＣＬ、有機発光素子層ＤＰ－ＯＬＥＤ、及び薄膜封止層ＴＦＥを含む。回路
層ＤＰ－ＣＬは複数個の導電層と複数個の絶縁層とを含み、有機発光素子層ＤＰ－ＯＬＥ
Ｄは複数個の導電層と複数個の機能性有機層とを含む。薄膜封止層ＴＦＥは複数個の有機
層及び／又は複数個の無機層を含む。
【００６９】
　ベース基板ＳＵＢはフレキシブルな基板であり、ポリイミドのようなプラスチック基板
、ガラス基板、メタル基板等を含む。ベース基板ＳＵＢ上に第１トランジスタＴＲ１の半
導体パターンＡＬ１（以下、第１半導体パターン）及び第２トランジスタＴＲ２の半導体
パターンＡＬ２（以下第２半導体パターン）が配置される。第１半導体パターンＡＬ１及
び第２半導体パターンＡＬ２は低温で形成されるアモルファスシリコンを含む。その他に
第１半導体パターンＡＬ１及び第２半導体パターンＡＬ２は金属酸化物半導体を含む。別
途に図示しなかったがベース基板ＳＵＢの一面上に機能層がさらに配置される。機能層は
バリア層又はバッファ層の中で少なくともいずれか１つを含む。第１半導体パターンＡＬ
１及び第２半導体パターンＡＬ２はバリア層又はバッファ層上に配置される。
【００７０】
　ベース基板ＳＵＢ上に第１半導体パターンＡＬ１及び第２半導体パターンＡＬ２をカバ
ーする第１絶縁層１２が配置される。第１絶縁層１２は有機層及び／又は無機層を含む。
特に、第１絶縁層１２は複数個の無機薄膜を含む。複数個の無機薄膜はシリコンナイトラ
イド層及びシリコンオキサイド層を含む。
【００７１】
　第１絶縁層１２上に第１トランジスタＴＲ１の制御電極ＧＥ１（以下、第１制御電極）
及び第２トランジスタＴＲ２の制御電極ＧＥ２（以下、第２制御電極）が配置される。第
１絶縁層１２上にキャパシタＣａｐの第１電極Ｅ１が配置される。第１制御電極ＧＥ１、
第２制御電極ＧＥ２、及び第１電極Ｅ１は走査ラインＳＬｉ（図４参照）と同一なフォト
リソグラフィー工程によって製造される。つまり、第１電極Ｅ１は走査ラインと同一な物
質で構成される。
【００７２】
　第１絶縁層１２上に第１制御電極ＧＥ１及び第２制御電極ＧＥ２及び第１電極Ｅ１をカ
バーする第２絶縁層１４が配置される。第２絶縁層１４は有機層及び／又は無機層を含む
。特に、第２絶縁層１４は複数個の無機薄膜を含む。複数個の無機薄膜はシリコンナイト
ライド層及びシリコンオキサイド層を含む。
【００７３】
　第２絶縁層１４上にソースラインＤＬｊ（図４参照）及び電源ラインＰＬ（図４参照）
が配置される。第２絶縁層１４上に第１トランジスタＴＲ１の入力電極ＳＥ１（以下、第
１入力電極）及び出力電極ＤＥ１（以下、第１出力電極）が配置される。第２絶縁層１４
上に第２トランジスタＴＲ２の入力電極ＳＥ２（以下、第２入力電極）及び出力電極ＤＥ
２（以下、第２出力電極）が配置される。第１入力電極ＳＥ１はソースラインＤＬｊから
分岐される。第２入力電極ＳＥ２は電源ラインＰＬから分岐される。
【００７４】
　第２絶縁層１４上にキャパシタＣａｐの第２電極Ｅ２が配置される。第２電極Ｅ２はソ
ースラインＤＬｊ及び電源ラインＰＬと同一なフォトリソグラフィー工程によって製造さ
れることができ、同一な物質で構成される。
【００７５】
　第１入力電極ＳＥ１と第１出力電極ＤＥ１とは、第１絶縁層１２及び第２絶縁層１４を
貫通する第１貫通ホールＣＨ１と第２貫通ホールＣＨ２との各々を介して第１半導体パタ
ーンＡＬ１に連結される。第１出力電極ＤＥ１は第１電極Ｅ１に電気的に連結される。例
えば、第１出力電極ＤＥ１は第２絶縁層１４を貫通する貫通ホール（未図示）を介して第
１電極Ｅ１に連結される。第２入力電極ＳＥ２と第２出力電極ＤＥ２とは、第１絶縁層１
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２及び第２絶縁層１４を貫通する第３貫通ホールＣＨ３と第４貫通ホールＣＨ４を介して
第２半導体パターンＡＬ２との各々に連結される。一方、本発明の他の実施形態で第１ト
ランジスタＴＲ１と第２トランジスタＴＲ２とはボトムゲート構造に変形されて実施され
る。
【００７６】
　第２絶縁層１４上に第１入力電極ＳＥ１、第１出力電極ＤＥ１、第２入力電極ＳＥ２、
及び第２出力電極ＤＥ２をカバーする第３絶縁層１６が配置される。第３絶縁層１６は有
機層及び／又は無機層を含む。特に、第３絶縁層１６は平坦面を提供するために有機物質
を含む。
【００７７】
　第３絶縁層１６上に画素定義膜ＰＸＬ及び有機発光素子ＯＬＥＤが配置される。画素定
義膜ＰＸＬには開口部ＯＰが定義される。画素定義膜ＰＸＬはもう１つの絶縁層と同じで
ある。図６Ｂの開口部ＯＰは図５の開口部ＯＰ－Ｒ、ＯＰ－Ｇ、ＯＰ－Ｂに対応する。
【００７８】
　アノードＡＥは第３絶縁層１６を貫通する第５貫通ホールＣＨ５を介して第２出力電極
ＤＥ２に連結される。画素定義膜ＰＸＬの開口部ＯＰはアノードＡＥの少なくとも一部分
を露出させる。正孔制御層ＨＣＬは発光領域ＰＸＡ－Ｒ、ＰＸＡ－Ｇ、ＰＸＡ－Ｂ（図５
参照）と非発光領域ＮＰＸＡ（図５参照）とに共通に形成される。正孔制御層ＨＣＬ上に
有機発光層ＥＭＬ、電子制御層ＥＣＬを順次的に生成する。正孔制御層ＨＣＬは少なくと
も正孔輸送層を含み、電子制御層ＥＣＬは少なくとも電子輸送層を含む。以後、カソード
ＣＥを発光領域ＰＸＡ－Ｒ、ＰＸＡ－Ｇ、ＰＸＡ－Ｂと非発光領域ＮＰＸＡとに共通に形
成する。カソードＣＥの層構造によって蒸着又はスパッタリング方式によって形成される
。
【００７９】
　カソードＣＥ上に有機発光素子層ＤＰ－ＯＬＥＤを封止する薄膜封止層ＴＦＥが配置さ
れる。薄膜封止層ＴＦＥは水分及び異物質から有機発光素子ＯＬＥＤを保護する。
【００８０】
　本実施形態で発光領域ＰＸＡは光が生成される領域として定義される。発光領域ＰＸＡ
は有機発光素子ＯＬＥＤのアノードＡＥ又は発光層ＥＭＬに対応して定義される。本実施
形態でパターニングされた有機発光層ＥＭＬを例示的に図示したが、有機発光層ＥＭＬは
非発光領域ＮＰＸＡ（図５参照）及び発光領域ＰＸＡ－Ｒ、ＰＸＡ－Ｇ、ＰＸＡ－Ｂ（図
５参照）に共通的に配置される。この時、有機発光層ＥＭＬは白色光を生成する。
【００８１】
　図７Ａ乃至図７Ｃは本発明の一実施形態による薄膜封止層ＴＦＥ１、ＴＦＥ２、ＴＦＥ
３の断面図である。図７Ａ乃至図７Ｃを参照して本発明の一実施形態による薄膜封止層Ｔ
ＦＥ１、ＴＦＥ２、ＴＦＥ３を説明する。
【００８２】
　薄膜封止層は少なくとも２個の無機薄膜とその間に配置された有機薄膜とを含む。無機
薄膜は水分から有機発光素子ＯＬＥＤを保護し、有機薄膜はほこり粒子のような異物質か
ら有機発光素子ＯＬＥＤを保護する。
【００８３】
　図７Ａに図示されたように、薄膜封止層ＴＦＥ１はカソードＣＥ（図６Ｂ参照）に接触
する第１番目の無機薄膜ＩＯＬ１を含み、ｎ個の無機薄膜ＩＯＬ１乃至ＩＯＬｎを含む。
第１番目の無機薄膜ＩＯＬ１は下部無機薄膜として定義され、ｎ個の無機薄膜ＩＯＬ１乃
至ＩＯＬｎの中で第１番目の無機薄膜ＩＯＬ１以外の無機薄膜は上部無機薄膜として定義
される。
【００８４】
　薄膜封止層ＴＦＥ１はｎ個の有機薄膜ＯＬ１乃至ＯＬｎを含み、ｎ個の有機薄膜ＯＬ１
乃至ＯＬｎはｎ個の無機薄膜ＩＯＬ１乃至ＩＯＬｎと交互に配置される。最上層に配置さ
れた層は有機層又は無機層である。Ｎ個の有機薄膜ＯＬ１乃至ＯＬｎは平均的にｎ個の無
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機薄膜ＩＯＬ１乃至ＩＯＬｎよりもっと大きな厚さを有する。
【００８５】
　Ｎ個の無機薄膜ＩＯＬ１乃至ＩＯＬｎの各々は１個の物質を含む単層であるか、或いは
各々が他の物質を含む複層を有する。Ｎ個の有機薄膜ＯＬ１乃至ＯＬｎの各々は有機モノ
マーを蒸着して形成される。有機モノマーはアクリル系のモノマーを含む。
【００８６】
　図７Ｂ及び図７Ｃに図示されたように、薄膜封止層ＴＦＥ２、ＴＦＥ３の各々に含まれ
た無機薄膜は互いに同一であるか、或いは他の無機物質を有することができ、互いに同一
であるか、或いは他の厚さを有する。薄膜封止層ＴＦＥ２、ＴＦＥ３の各々に含まれた有
機薄膜は互いに同一であるか、或いは他の有機物質を有することができ、互いに同一であ
るか、或いは他の厚さを有する。
【００８７】
　図７Ｂに図示されたように、薄膜封止層ＴＦＥ２は順次的に積層された第１無機薄膜Ｉ
ＯＬ１、第１有機薄膜ＯＬ１、第２無機薄膜ＩＯＬ２、第２有機薄膜ＯＬ２、及び第３無
機薄膜ＩＯＬ３を含む。
【００８８】
　第１無機薄膜ＩＯＬ１は２層構造を有する。第１サブ層Ｓ１はリチウムフローライド層
であることかでき、第２サブ層Ｓ２はアルミニウムオキサイド層である。第１有機薄膜Ｏ
Ｌ１は第１有機モノマー層であり、第２無機薄膜ＩＯＬ２は第１シリコンナイトライド層
であり、第２有機薄膜ＯＬ２は第２有機モノマー層であり、第３無機薄膜ＩＯＬ３は第２
シリコンナイトライド層である。
【００８９】
　図７Ｃに図示されたように、薄膜封止層ＴＦＥ３は順次的に積層された第１無機薄膜Ｉ
ＯＬ１０、第１有機薄膜ＯＬ１、第２無機薄膜ＩＯＬ２０を含む。第１無機薄膜ＩＯＬ１
０は２層構造を有する。第１サブ層Ｓ１０はリチウムフローライド層であることかでき、
第２サブ層Ｓ２０はシリコンオキサイド層である。第１有機薄膜ＯＬ１は有機モノマー層
であり、第２無機薄膜ＩＯＬ２０は２層構造を有する。第２無機薄膜ＩＯＬ２０は互いに
異なる蒸着環境で蒸着された第１サブ層Ｓ１００と第２サブ層Ｓ２００とを含む。第１サ
ブ層Ｓ１００は低電源の条件で蒸着され、第２サブ層Ｓ２００は高電源の条件で蒸着され
る。第１サブ層Ｓ１００と第２サブ層Ｓ２００との各々はシリコンライド層である。
【００９０】
　図８Ａ及び図８Ｂは本発明の一実施形態による表示装置の断面図である。表示パネルＤ
Ｐ、ＤＰ１は簡略して示した。図８Ａ及び図８Ｂに図示されたように、タッチスクリーン
ＴＳは第１導電層ＴＳ－ＣＬ１、第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１、第２導電層ＴＳ－ＣＬ２、及
び第２絶縁層ＴＳ－ＩＬ２を含む。
【００９１】
　第１導電層ＴＳ－ＣＬ１及び第２導電層ＴＳ－ＣＬ２の各々は単層構造を有するか、或
いは第３方向軸ＤＲ３に沿って積層された多層構造を有する。多層構造の導電層は透明導
電層と少なくとも１つの金属層とを含む。透明導電層はＩＴＯ（ｉｎｄｉｕｍ　ｔｉｎ　
ｏｘｉｄｅ）、ＩＺＯ（ｉｎｄｉｕｍ　ｚｉｎｃ　ｏｘｉｄｅ）、ＺｎＯ（ｚｉｎｃ　ｏ
ｘｉｄｅ）、ＩＴＺＯ（ｉｎｄｉｕｍ　ｔｉｎ　ｚｉｎｃ　ｏｘｉｄｅ）、ＰＥＤＯＴ、
金属ナノワイヤ、グラフェンを含む。金属層はモリブデン、銀、チタニウム、銅、アルミ
ニウム、及びその合金を含む。
【００９２】
　第１導電層ＴＳ－ＣＬ１及び第２導電層ＴＳ－ＣＬ２の各々は複数個のパターンを含む
。以下、第１導電層ＴＳ－ＣＬ１は第１導電パターンを含み、第２導電層ＴＳ－ＣＬ２は
第２導電パターンを含むことが説明される。第１導電パターンと第２導電パターンとはタ
ッチ電極及びタッチ信号ラインを含む。
【００９３】
　第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１及び第２絶縁層ＴＳ－ＩＬ２の各々は無機物又は有機物を含む
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。無機物はシリコン酸化物又はシリコンナイトライドを含む。有機物はアクリル系樹脂、
メタクリル系樹脂、ポリイソプレン、ビニール系樹脂、エポキシ系樹脂、ウレタン系樹脂
、セルロース系樹脂、及びペリレン系樹脂の中で少なくともいずれか１つを含む。第１絶
縁層ＴＳ－ＩＬ１は第１導電層ＴＳ－ＣＬ１及び第２導電層ＴＳ－ＣＬ２を絶縁させるに
十分であり、その形状は制限されない。第１導電パターンと第２導電パターンとの形状に
よって第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１の形状は変更される。第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１は後述する
ベース面ＢＳを全体的にカバーするか、或いは複数個の絶縁パターンを含む。
【００９４】
　図８Ａに図示されたように、第１導電層ＴＳ－ＣＬ１は薄膜封止層ＴＦＥ上に配置され
る。つまり、薄膜封止層ＴＦＥが、タッチスクリーンＴＳが配置されるベース面ＢＳを提
供する。
【００９５】
　図８Ｂに図示された表示パネルＤＰ１は図８Ａに図示された表示パネルＤＰに比べて薄
膜封止層ＴＦＥ上に配置されたバッファ層ＢＦＬをさらに含む。バッファ層ＢＦＬがベー
ス面ＢＳを提供する。バッファ層ＢＦＬは有機層であって、その目的によって他の物質を
含むことができる。バッファ層ＢＦＬは屈折率のマッチングのための有機層／無機層であ
るか、或いは外部光反射を減少させるためのカラーフィルタ層である。
【００９６】
　図９Ａ及び図９Ｂは本発明の一実施形態によるタッチスクリーンＴＳの導電層ＴＳ－Ｃ
Ｌ１、ＴＳ－ＣＬ２の平面図である。図１０Ａは図９ＡのＡＡ領域の部分拡大図である。
図１０Ｂは図１０Ａの部分断面図である。図１１Ａは図９ＢのＢＢ領域の部分拡大図であ
る。図１１Ｂは図１１Ａの部分断面図である。図１２Ａは図９Ａ及び図９ＢのＣＣ領域の
部分拡大図である。図１２Ｂは図１２Ａの部分断面図である。図１０Ｂ、図１１Ｂ、及び
図１２Ｂで有機発光素子層ＤＰ－ＯＬＥＤは簡略して示した。
【００９７】
　本実施形態で２層型（２－ｌａｙｅｒ）の静電容量式タッチスクリーンを例示的に示し
た。２層型（２－ｌａｙｅｒ）の静電容量式タッチパネルはセルキャパシタンス（ｓｅｌ
ｆ　ｃａｐａｃｉｔａｎｃｅ、以下、セルフキャップと約称する）方式又はミューチュア
ルキャパシタンス（ｍｕｔｕａｌ　ｃａｐａｃｉｔａｎｃｅ、以下、ミューチュアルキャ
ップと約称する）方式にタッチされた地点の座標情報を獲得する。座標情報獲得のための
タッチスクリーンの駆動方法は特別に制限されない。図９Ａの第１導電パターンは図８Ａ
及び図８Ｂの第１導電層ＴＳ－ＣＬ１に対応し、図９Ｂの第２導電パターンは図８Ａ及び
図８Ｂの第２導電層ＴＳ－ＣＬ２に対応する。
【００９８】
　図９Ａに図示されたように、第１導電パターンは第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１
－３と第１タッチ信号ラインＳＬ１－１乃至ＳＬ１－３とを含む。図９Ａでは３個の第１
タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－３とそれに連結された第１タッチ信号ラインＳＬ１－
１乃至ＳＬ１－３とを例示的に示した。
【００９９】
　第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－３は第１方向ＤＲ１に延長され、第２方向ＤＲ
２に羅列される。第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－３の各々は複数個のタッチ開口
部が定義されたメッシュ形状である。メッシュ形状に対する詳細な説明は後述する。
【０１００】
　第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－３の各々は複数個の第１センサ部ＳＰ１と複数
個の第１連結部ＣＰ１とを含む。第１センサ部ＳＰ１は第１方向ＤＲ１に羅列される。第
１連結部ＣＰ１の各々は第１センサ部ＳＰ１の中で隣接する２個の第１センサ部ＳＰ１を
連結する。
【０１０１】
　第１タッチ信号ラインＳＬ１－１乃至ＳＬ１－３もやはりメッシュ形状を有する。第１
タッチ信号ラインＳＬ１－１乃至ＳＬ１－３は第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－３
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と同一な層構造を有する。
【０１０２】
　図９Ｂに図示されたように、第２導電パターンは第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２
－３と第２タッチ信号ラインＳＬ２－１乃至ＳＬ２－３とを含む。図９Ｂでは３個の第２
タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３とそれに連結された第２タッチ信号ラインＳＬ２－
１乃至ＳＬ２－３とを例示的に示した。
【０１０３】
　第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３は第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－３
と絶縁交差する。第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３の各々は複数個のタッチ開口
部が定義されたメッシュ形状である。
【０１０４】
　第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３の各々は複数個の第２センサ部ＳＰ２と複数
個の第２連結部ＣＰ２とを含む。第２センサ部ＳＰ２は第２方向ＤＲ２に羅列される。第
２連結部ＣＰ２の各々は第２センサ部ＳＰ２の中で隣接する２個の第２センサ部ＳＰ２を
連結する。
【０１０５】
　第２タッチ信号ラインＳＬ２－１乃至ＳＬ２－３もやはりメッシュ形状を有する。第２
タッチ信号ラインＳＬ２－１乃至ＳＬ２－３は第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３
と同一な層構造を有する。
【０１０６】
　第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－３と第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３
とは静電結合される。第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－３にタッチ感知信号が印加
されることによって、第１センサ部ＳＰ１と第２センサ部ＳＰ２との間にキャパシタが形
成される。
【０１０７】
　本発明でセンサ部と連結部を含む第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－３と第２タッ
チ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３との形状は一実施例に過ぎなく、これに制限されない。
連結部は第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－３と第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ
２－３とが交差する部分に定義されれば、十分であり、センサ部は第１タッチ電極ＴＥ１
－１乃至ＴＥ１－３と第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３とが重畳しない部分に定
義されれば、十分である。本発明の一実施形態で第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－
３と第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３との各々は一定な幅を有するバーの形状を
有する。
【０１０８】
　図１０Ａに図示されたように、第１センサ部ＳＰ１は非発光領域ＮＰＸＡに重畳する。
第１センサ部ＳＰ１は第１方向ＤＲ１に延長された複数個の第１縦部ＳＰ１－Ｃと第２方
向ＤＲ２に延長された複数個の第１横部ＳＰ１－Ｌとを含む。前記複数個の第１縦部ＳＰ
１－Ｃと前記複数個の第１横部ＳＰ１－Ｌとはメッシュ線で定義される。メッシュ線の線
幅は数マイクロである。
【０１０９】
　複数個の第１縦部ＳＰ１－Ｃと複数個の第１横部ＳＰ１－Ｌとは互いに連結されて複数
個のタッチ開口部ＴＳ－ＯＰを形成する。つまり、第１センサ部ＳＰ１は複数個のタッチ
開口部ＴＳ－ＯＰを具備したメッシュ形状を有する。タッチ開口部ＴＳ－ＯＰが発光領域
ＰＸＡに一対一に対応するものとして図示したが、これに制限されない。１つのタッチ開
口部ＴＳ－ＯＰは２以上の発光領域ＰＸＡに対応する。
【０１１０】
　図１０Ｂに図示されたように、第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１はベース面ＢＳ上に配置されて
第１センサ部ＳＰ１、即ち第１横部ＳＰ１－Ｌをカバーする。別途に図示していないが、
第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１は第１連結部ＣＰ１及び第１タッチ信号ラインＳＬ１－１乃至Ｓ
Ｌ１－３もカバーする。本実施形態でベース面ＢＳは薄膜封止層ＴＦＥが提供する。第１
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絶縁層ＴＳ－ＩＬ１は非発光領域ＮＰＸＡに重畳する。第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１に複数個
の発光領域ＰＸＡに対応する複数個の第１絶縁開口部ＩＬ１－ＯＰが定義される。
【０１１１】
　複数個の発光領域ＰＸＡと複数個の第１絶縁開口部ＩＬ１－ＯＰとの平面上の形状は互
いに同一である。つまり、第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１は非発光領域ＮＰＸＡと実質的に同一
な形状（例えば、第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１は非発光領域ＮＰＸＡと第１方向ＤＲ１及び第
２方向ＤＲ２で同一な幅を有する）を有する。しかし、本発明はこれに制限されなく、複
数個の発光領域ＰＸＡと複数個の第１絶縁開口部ＩＬ１－ＯＰとは互いに異なる形状を有
してもよい。
【０１１２】
　第２絶縁層ＴＳ－ＩＬ２は第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１上に配置される。第２絶縁層ＴＳ－
ＩＬ２に複数個の第１絶縁開口部ＩＬ１－ＯＰに対応する複数個の第２絶縁開口部ＩＬ２
－ＯＰが定義される。複数個の第１絶縁開口部ＩＬ１－ＯＰが定義された第１絶縁層ＴＳ
－ＩＬ１と複数個の第２絶縁開口部ＩＬ２－ＯＰが定義された第２絶縁層ＴＳ－ＩＬ２と
は同一な形状を有する。第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１と第２絶縁層ＴＳ－ＩＬ２とを順次的に
積層した後、１回の工程を介して対応する第１絶縁開口部ＩＬ１－ＯＰと第２絶縁開口部
ＩＬ２－ＯＰとを同時に形成する。
【０１１３】
　図１１Ａ及び図１１Ｂに図示されたように、第２センサ部ＳＰ２は非発光領域ＮＰＸＡ
に重畳する。第２センサ部ＳＰ２は第１方向ＤＲ１に延長された複数個の第２縦部ＳＰ２
－Ｃと第２方向ＤＲ２に延長された複数個の第２横部ＳＰ２－Ｌとを含む。
【０１１４】
　複数個の第２縦部ＳＰ２－Ｃと複数個の第２横部ＳＰ２－Ｌとは互いに連結されて複数
個のタッチ開口部ＴＳ－ＯＰを形成する。つまり、第２センサ部ＳＰ２はメッシュ形状を
有する。第２絶縁層ＴＳ－ＩＬ２は第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１上に配置されて第２センサ部
ＳＰ２をカバーする。
【０１１５】
　図１２Ａは図１０Ａと図１０Ｂが重なった状態を示した。図１２Ａ及び図１２Ｂに図示
されたように、第１連結部ＣＰ１は薄膜封止層ＴＦＥ上に配置された第３縦部ＣＰ１－Ｃ
１、ＣＰ１－Ｃ２及び第３縦部ＣＰ１－Ｃ１、ＣＰ１－Ｃ２を連結する第３横部ＣＰ１－
Ｌを含む。２個の第３縦部ＣＰ１－Ｃ１、ＣＰ１－Ｃ２が図示されたが、これに制限され
ない。
【０１１６】
　第２連結部ＣＰ２は第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１上に配置された第４横部ＣＰ２－Ｌ１、Ｃ
Ｐ２－Ｌ２及び第４横部ＣＰ２－Ｌ１、ＣＰ２－Ｌ２を連結する第４縦部ＣＰ２－Ｃを含
む。第１連結部ＣＰ１はメッシュ形状を有することができ、第２連結部ＣＰ２もやはりメ
ッシュ形状を有する。
【０１１７】
　上述したように、第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－３及び第２タッチ電極ＴＥ２
－１乃至ＴＥ２－３がメッシュ形状を有し、第１及び第２絶縁層ＴＳ－ＩＬ１、ＴＳ－Ｉ
Ｌ２に複数個の第１及び第２絶縁開口部ＩＬ１－ＯＰ、ＩＬ２－ＯＰが定義されることに
よって、フレキシブル表示装置ＤＤのフレキシビリティが向上される。図１Ｂ及び図２Ｂ
のようにフレキシブル表示装置ＤＤがベンディングされる時、第１タッチ電極ＴＥ１－１
乃至ＴＥ１－３及び第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３に印加される引張ストレス
／圧縮ストレスが減少されることによって、それのクラックが防止される。第１及び第２
絶縁開口部ＩＬ１－ＯＰ、ＩＬ２－ＯＰが定義されることによって、第１タッチ電極ＴＥ
１－１乃至ＴＥ１－３及び第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３に印加される引張ス
トレス／圧縮ストレスがさらに減少される。
【０１１８】
　図１３Ａ及び図１３Ｂは本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。図１
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３Ａ及び図１３Ｂは図１０Ｂに対応する断面を示した。図１３Ａで薄膜封止層ＴＦＥ１－
１以下の構成は図示されない。図１３Ｂでバッファ層ＢＦＬ－１をさらに含む表示装置が
図示された。以下、図１乃至図１２Ｂを参照して説明した構成と同一な構成に対する詳細
な説明は省略する。
【０１１９】
　図１３Ａに図示されたように、薄膜封止層ＴＦＥ１－１は第１番目の無機薄膜ＩＯＬ１
を含み、ｎ個の無機薄膜ＩＯＬ１乃至ＩＯＬｎを含む。薄膜封止層ＴＦＥ１はｎ個の無機
薄膜ＩＯＬ１乃至ＩＯＬｎと交互するように配置されるｎ個の有機薄膜ＯＬ１乃至ＯＬｎ
を含む。
【０１２０】
　少なくとも最上側に配置された薄膜は複数個の第１絶縁開口部ＩＬ１－ＯＰに対応する
封止開口部ＴＦＥ－ＯＰ又は封止溝部ＴＦＥ－Ｇが定義される。本実施形態で最上側に配
置された薄膜はｎ番目の有機薄膜ＯＬｎである。封止溝部ＴＦＥ－Ｇは図１３Ａで、点線
で表示されており、最上側薄膜の一部が第３方向ＤＲ３に除去されて形成される。
【０１２１】
　図１３Ｂに図示されたように、バッファ層ＢＦＬ－１に複数個の第１絶縁開口部ＩＬ１
－ＯＰに対応するバッファ開口部ＢＦＬ－ＯＰ又はバッファ溝部ＢＦＬ－Ｇが定義される
。バッファ溝部ＢＦＬ－Ｇは図１３Ｂで、点線で表示されており、バッファ層ＢＦＬ－１
の一部が第３方向ＤＲ３に除去されて形成される。
【０１２２】
　上述した封止開口部ＴＦＥ－ＯＰ、封止溝部ＴＦＥ－Ｇ、バッファ開口部ＢＦＬ－ＯＰ
、及びバッファ溝部ＢＦＬ－Ｇはフレキシブル表示装置のフレキシビリティをさらに向上
させる。
【０１２３】
　図１４Ａ及び図１４Ｂは本発明の一実施形態によるタッチスクリーンＴＳの導電層の平
面図である。図１４Ｃは図１４Ａ及び図１４ＢのＣＣ領域の部分拡大図である。図１４Ｄ
は図１４Ｃの部分断面図である。図１４Ｅは図１４Ａ及び図１４ＢのＣＣ領域の部分拡大
図である。図１４Ｆは図１４Ｅの部分断面図である。
【０１２４】
　以下、図１乃至図１３Ｂを参照して説明した構成と同一な構成に対する詳細な説明は省
略する。
【０１２５】
　本実施形態で１層型（１－ｌａｙｅｒ）の静電容量式タッチスクリーンを例示的に示し
た。セルフキャップ（ｓｅｌｆ　ｃａｐａｃｉｔａｎｃｅ）方式に駆動されることができ
、座標情報獲得のためのタッチスクリーンの駆動方法は特別に制限されない。本実施形態
で図１４Ａの第１導電パターンは図８Ａ及び図８Ｂの第１導電層ＴＳ－ＣＬ１に対応し、
図１４Ｂの第２導電パターンは図８Ａ及び図８Ｂの第２導電層ＴＳ－ＣＬ２に対応する。
本発明の一実施形態で図１４Ａの第１導電パターンは図８Ａ及び図８Ｂの第２導電層ＴＳ
－ＣＬ２に対応し、図１４Ｂの第２導電パターンは図８Ａ及び図８Ｂの第１導電層ＴＳ－
ＣＬ１に対応することもあり得る。
【０１２６】
　図１４Ａに図示されたように、第１導電パターンは第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ
１－３、第１タッチ信号ラインＳＬ１－１乃至ＳＬ１－３、第２タッチ電極ＴＥ２－１乃
至ＴＥ２－３の第２センサ部ＳＰ２、及び第２タッチ信号ラインＳＬ２－１乃至ＳＬ２－
３を含む。第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－３の各々は複数個の第１センサ部ＳＰ
１と複数個の第１連結部ＣＰ１とを含む。
【０１２７】
　図１４Ｂに図示されたように、第２導電パターンは第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ
２－３の複数個の第２連結部ＣＰ２を含む。第２連結部ＣＰ２はブリッジ機能を有する。
【０１２８】
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　図１４Ｃ及び図１４Ｄに図示されたように、第２連結部ＣＰ２は第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ
１を貫通する第１貫通ホールＴＳ－ＣＨ１と第２貫通ホールＴＳ－ＣＨ２を介して第２セ
ンサ部ＳＰ２の中で第２方向ＤＲ２に隣接した２個の第２センサ部ＳＰ２とを電気的に連
結する。
【０１２９】
　図１４Ｅ及び図１４Ｆに図示されたように、図１４Ｅの第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１は複数
個の絶縁パターンＩＬ－Ｐを含む。図１０Ａ乃至図１２Ｂを参照して説明したタッチスク
リーンＴＳの第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１が表示領域ＤＡに全体的に配置されたこととは異な
り、、本実施例の第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１は表示領域ＤＡに部分的に重畳する。複数個の
絶縁パターンＩＬ－Ｐは複数個の第１連結部ＣＰ１と複数個の第２連結部ＣＰ２とを絶縁
させる。
【０１３０】
　図１５Ａ及び図１５Ｂは本発明の一実施形態によるタッチスクリーンＴＳの導電層の平
面図である。図１６Ａは図１５Ａ及び図１５ＢのＤＤ領域の部分拡大図である。図１６Ｂ
は図１６Ａの部分拡大図である。図１６Ｃ及び図１６Ｄは図１６Ａの部分断面図である。
以下、図１乃至図１４Ｃを参照して説明した構成と同一な構成に対する詳細な説明は省略
する。
【０１３１】
　図１５Ａ及び図１５Ｂに図示されたように、第１導電パターンは第１タッチ電極ＴＥ１
－１乃至ＴＥ１－３と第１補助電極ＳＴＥ１とを含む。第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至Ｔ
Ｅ１－３の各々は複数個の第１センサ部ＳＰ１と複数個の第１連結部ＣＰ１とを含む。第
２導電パターンは第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３と第２補助電極ＳＴＥ１とを
含む。第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３の各々は複数個の第２センサ部ＳＰ２と
複数個の第２連結部ＣＰ２とを含む。
【０１３２】
　第１補助電極ＳＴＥ１の各々は複数個の第２センサ部ＳＰ２の中で対応する第２センサ
部に重畳し、第２補助電極ＳＴＥ２の各々は複数個の第１センサ部ＳＰ１の中で対応する
第１センサ部に重畳する。第１補助電極ＳＴＥ１と第２補助電極ＳＴＥ２とはメッシュ形
状を有する。第１補助電極ＳＴＥ１の各々は対応する第２センサ部に電気的に連結され、
第２補助電極ＳＴＥ２の各々は対応する第１センサ部に電気的に連結される。それによっ
て、第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－３と第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－
３との抵抗が小さくなり、タッチ感度が向上される。
【０１３３】
　第１センサ部ＳＰ１、複数個の第１連結部ＣＰ１、及び第２補助電極ＳＴＥ２の組み合
わせが第１タッチ電極として定義される。第１センサ部ＳＰ１は第１タッチ電極の下部セ
ンサ部に該当し、複数個の第１連結部ＣＰ１は下部連結部に該当し、第２補助電極ＳＴＥ
２は上部センサ部に該当する。これと同様に第２センサ部ＳＰ２、複数個の第２連結部Ｃ
Ｐ２、及び第１補助電極ＳＴＥ１の組み合わせが第２タッチ電極として定義される。
【０１３４】
　図１６Ａ及び図１６Ｂでは第２補助電極ＳＴＥ２と第１センサ部ＳＰ１との連結関係を
具体的に示した。第１センサ部ＳＰ１は点線で、第２補助電極ＳＴＥ２は実線で示した。
第２補助電極ＳＴＥ２の線幅が第１センサ部ＳＰ１の線幅より大きく図示されたが、これ
に制限されない。第２補助電極ＳＴＥ２と第１センサ部ＳＰ１との線幅は互いに同一であ
ってもよい。第２補助電極ＳＴＥ２は第１センサ部ＳＰ１に重畳し、第１連結部ＣＰ１に
重畳しない。
【０１３５】
　図１６Ｃ及び図１６Ｄに図示されたように、第２補助電極ＳＴＥ２と第１センサ部ＳＰ
１とは複数個の補助貫通ホールＳＣＨを介して連結される。本実施形態で薄膜封止層ＴＦ
Ｅが平坦なベース面ＢＳを提供することを図示したが、これに制限されない。バッファ層
のようなその他の層がベース面ＢＳを提供することもあり得る。
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【０１３６】
　上述したことによると、タッチ電極がメッシュ形状を有し、タッチ電極に接触する絶縁
層に複数個の開口部が定義されることによって、フレキシブル表示装置のフレキシビリテ
ィが向上される。フレキシブル表示装置がベンディングされる時、タッチ電極に印加され
る引張ストレス／圧縮ストレスが減少されることによって、タッチ電極のクラックが防止
される。
【０１３７】
　図１７Ａ乃至１７Ｅの各々は本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
図１８は本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【０１３８】
　図１７Ａ乃至１７Ｅは図１０ＡのＩ－Ｉ’に対応する本発明の一実施形態による表示装
置の断面図である。図１８は図１１ＡのＩＩ－ＩＩ’に対応する本発明の一実施形態によ
る表示装置の断面図である。以下、図１乃至図１６Ｄを参照して説明した構成と同一な構
成に対する詳細な説明は省略する。
【０１３９】
　本実施形態でタッチスクリーンＴＳは外部光の反射を減少させる。後述したようにタッ
チスクリーンＴＳはカラーフィルタＣＦを含んでいるためである。カラーフィルタＣＦは
外部光反射を防止する光学フィルム、即ち偏光フィルム及びλ／４波長フィルムを代替す
る。
【０１４０】
　図１７Ａに図示されたように、カラーフィルタＣＦは複数個の第１絶縁開口部ＩＬ１－
ＯＰの内側に各々配置される。カラーフィルタＣＦは染料又は顔料を含む有機物パターン
である。カラーフィルタＣＦは複数個のグループのカラーフィルタを含む。例えば、カラ
ーフィルタＣＦはレッドカラーフィルタ、グリーンカラーフィルタ、及びブルーカラーフ
ィルタを含む。カラーフィルタＣＦはグレーフィルタを含んでもよい。
【０１４１】
　カラーフィルタＣＦのカラーは有機発光素子ＯＬＥＤから生成される光のカラーを考慮
して第１絶縁開口部ＩＬ１－ＯＰごとに異なるように選択される。例えば、レッドカラー
フィルタはレッド光を生成する有機発光素子ＯＬＥＤに重畳するように配置され、グリー
ンカラーフィルタはグリーン光を生成する有機発光素子ＯＬＥＤに重畳するように配置さ
れ、ブルーカラーフィルタはブルー光を生成する有機発光素子ＯＬＥＤに重畳するように
配置される。
【０１４２】
　カラーフィルタＣＦは有機発光素子ＯＬＥＤから生成された光を透過させることのみで
なく外部光の反射率を減少させる。また、外部光はカラーフィルタＣＦを通過することに
よって、光量の中で約１／３に減少される。カラーフィルタＣＦを通過した光は一部消滅
され、有機発光素子層ＤＰ－ＯＬＥＤ、及び薄膜封止層ＴＦＥ等から一部反射される。反
射された光はカラーフィルタＣＦに入射される。前記反射光はカラーフィルタＣＦを通過
しながら輝度が減少される。結果的に外部光の中で一部だけが表示装置から反射される。
【０１４３】
　第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１と第２絶縁層ＴＳ－ＩＬ２とを順次的に積層した後、１回の工
程を介して対応する第１絶縁開口部ＩＬ１－ＯＰと第２絶縁開口部ＩＬ２－ＯＰとを同時
に形成する。第１絶縁開口部ＩＬ１－ＯＰと第２絶縁開口部ＩＬ２－ＯＰとが形成された
後、カラーフィルタＣＦが形成される。カラーフィルタＣＦはインクジェットプリンティ
ングのような印刷方式又はフォトリソグラフィー方式等によって形成される。
【０１４４】
　図１７Ｂに図示されたように、第２絶縁層ＴＳ－ＩＬ２は第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１上に
配置される。図１７Ａに図示されたこととは異なり、、複数個の第２絶縁開口部ＩＬ２－
ＯＰが定義されない。第２絶縁層ＴＳ－ＩＬ２はカラーフィルタＣＦに重畳する。
【０１４５】
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　図１７Ｃに図示されたように、カラーフィルタＣＦは第１絶縁開口部ＩＬ１－ＯＰと第
２絶縁開口部ＩＬ２－ＯＰとの内側に同時に配置される。第１絶縁開口部ＩＬ１－ＯＰと
第２絶縁開口部ＩＬ２－ＯＰとが同時に形成されることによって、第１絶縁開口部ＩＬ１
－ＯＰと第２絶縁開口部ＩＬ２－ＯＰとは互いにアラインされる。カラーフィルタＣＦは
第１絶縁開口部ＩＬ１－ＯＰの内側から第２絶縁開口部ＩＬ２－ＯＰの内側に延長された
形状を有する。カラーフィルタＣＦの厚さは第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１及び第２絶縁層ＴＳ
－ＩＬ２の厚さの合と実質的に同一である。
【０１４６】
　図１７Ｄに図示されたように、第１絶縁層ＴＳ－ＢＭ１及び第２絶縁層ＴＳ－ＢＭ２の
各々はブラックマトリックスである。ブラックマトリックスは光の吸収率が高い有機物質
を含む。ブラックマトリックスは黒色顔料又は黒色染料を含む。
【０１４７】
　図１７Ｅに図示されたように、第２絶縁層ＴＳ－ＩＬ２上に配置されたブラックマトリ
ックス層ＢＭが配置される。ブラックマトリックス層ＢＭは光の吸収率が高い有機物質を
含む。ブラックマトリックス層ＢＭには発光領域ＰＸＡに対応する複数個の透過開口部Ｂ
Ｍ－ＯＰが定義される。本発明の一実施形態で複数個の透過開口部ＢＭ－ＯＰは第１絶縁
開口部ＩＬ１－ＯＰと第２絶縁開口部ＩＬ２－ＯＰとの各々の内側壁をさらにカバーする
。
【０１４８】
　図１８に図示されたように、第２センサ部ＳＰ２は非発光領域ＮＰＸＡに重畳する。図
１８は図１７Ａに対応する第２センサ部ＳＰ２の断面を示した。図１７Ｂ乃至図１７Ｅに
対応する第２センサ部ＳＰ２の断面図示していないが、図１７Ｂ乃至図１７Ｅの断面と第
１センサ部ＳＰ１の位置だけが異なる。
【０１４９】
　図１９Ａ及び１９Ｂの各々は本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
図１９Ａ及び図１９Ｂは図１３Ａ及び図１３Ｂの各々に対応する。
【０１５０】
　図１９Ａに図示されたように、カラーフィルタＣＦは封止開口部ＴＦＥ－ＯＰの内側又
は封止溝部ＴＦＥ－Ｇの内側に配置される。カラーフィルタＣＦは第１絶縁開口部ＩＬ１
－ＯＰの内側と封止開口部ＴＦＥ－ＯＰの内側又は封止溝部ＴＦＥ－Ｇの内側とに同時に
配置される。カラーフィルタＣＦは第１絶縁開口部ＩＬ１－ＯＰの内側から封止開口部Ｔ
ＦＥ－ＯＰの内側又は封止溝部ＴＦＥ－Ｇの内側に延長された形状を有する。
【０１５１】
　図１９Ｂに図示されたように、カラーフィルタＣＦはバッファ開口部ＢＦＬ－ＯＰの内
側又はバッファ溝部ＢＦＬ－Ｇの内側に配置される。カラーフィルタＣＦは第１絶縁開口
部ＩＬ１－ＯＰの内側とバッファ開口部ＢＦＬ－ＯＰの内側又はバッファ溝部ＢＦＬ－Ｇ
の内側とに同時に配置される。カラーフィルタＣＦは第１絶縁開口部ＩＬ１－ＯＰの内側
からバッファ開口部ＢＦＬ－ＯＰの内側又はバッファ溝部ＢＦＬ－Ｇの内側に延長された
形状を有する。
【０１５２】
　別途に図示していないが、図１９Ａ及び図１９Ｂに図示された第２絶縁層ＴＳ－ＩＬ２
及びカラーフィルタＣＦは図１７Ｂ乃至図１７Ｅに図示されたように変形される。
【０１５３】
　図２０は本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。図２０は図１６Ｄに
対応する。第２補助電極ＳＴＥ２と第１センサ部ＳＰ１は複数個の補助貫通ホールＳＣＨ
とを介して連結される。別途に図示していないが、図２０に図示された第２絶縁層ＴＳ－
ＩＬ２及びカラーフィルタＣＦは図１７Ｂ乃至図１７Ｅに図示されたように変形される。
【０１５４】
　別途に図示していないが、本発明の一実施形態による表示装置は図１４Ａ乃至図１４Ｄ
を参照して説明したように１層型（１－ｌａｙｅｒ）の静電容量式タッチスクリーンを含
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む。１層型（１－ｌａｙｅｒ）の静電容量式タッチスクリーンＴＳは図１７Ａ乃至図２０
を参照して説明したようにカラーフィルタＣＦを含む。
【０１５５】
　上述したことによると、カラーフィルタがタッチスクリーンの絶縁層の開口部内側の各
々に配置されることによって、表示装置がスリムになる。カラーフィルタは外部光をフィ
ルタリングすることによって、外部光反射率を減少させる。
【０１５６】
　図２１Ａ乃至図２１Ｃの各々は本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である
。図２２Ａ乃至図２２Ｄの各々は本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である
。図２３は本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。
【０１５７】
　図２１Ａ乃至図２１Ｃの各々は図１０ＡのＩ－Ｉ’に対応する本発明の一実施形態によ
る表示装置の断面図である。図２２Ａ乃至図２２Ｄの各々は図１１ＡのＩＩ－ＩＩ’に対
応する本発明の一実施形態による表示装置の断面図である。図２３は図１２ＡのＩＩＩ－
ＩＩＩ’に対応する本発明の一実施形態による表示装置の断面図である。以下、図１乃至
図２０を参照して説明した構成と同一な構成に対する詳細な説明は省略する。
【０１５８】
　本発明の一実施形態によると、第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１（図８Ａ参照）は少なくともカ
ラーフィルタ層を含む。カラーフィルタ層は複数個のカラーフィルタを含む。本発明の一
実施形態で第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１はブラックマトリックスをさらに含む。本発明の一実
施形態で第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１は無機物層又は有機物層の中で少なくとも１つをさらに
含む。無機物層又は有機物層は平坦面を提供する平坦化層である。無機物層はシリコン酸
化物又はシリコンナイトライドを含む。有機物層はアクリル系樹脂、メタクリル系樹脂、
ポリイソプレン、ビニール系樹脂、エポキシ系樹脂、ウレタン系樹脂、セルロース系樹脂
及びペリレン系樹脂の中で少なくともいずれか１つを含む。
【０１５９】
　本発明の一実施形態で第２絶縁層ＴＳ－ＩＬ２はブラックマトリックスを含む。本発明
の一実施形態で第２絶縁層ＴＳ－ＩＬ２は無機物層又は有機物層の中で少なくとも１つを
さらに含む。特に平坦面を提供するために有機物層をさらに含む。無機物層を構成する材
料及び有機物層を構成する材料は第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１に適用される材料から選択され
る。
【０１６０】
　図２１Ａに図示されたように、薄膜封止層ＴＦＥがベース面ＢＳを提供する。第１ブラ
ックマトリックスＴＳ－ＢＭ１はベース面ＢＳ上に配置されて第１センサ部ＳＰ１、即ち
第１横部ＳＰ１－Ｌをカバーする。別途に図示していないが、第１ブラックマトリックス
ＴＳ－ＢＭ１は第１連結部ＣＰ１及び第１タッチ信号ラインＳＬ１－１乃至ＳＬ１－３も
カバーする。第１ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭ１は非発光領域ＮＰＸＡに重畳する。
第１ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭ１に複数個の発光領域ＰＸＡに対応する複数個の第
１開口部ＢＭ１－ＯＰが定義される。複数個の発光領域ＰＸＡと複数個の第１開口部ＢＭ
１－ＯＰとの平面上の形状は互いに同一である。つまり、第１ブラックマトリックスＴＳ
－ＢＭ１は非発光領域ＮＰＸＡと実質的に同一な形状（例えば第１ブラックマトリックス
ＴＳ－ＢＭ１は非発光領域ＮＰＸＡと第１方向ＤＲ１及び第２方向ＤＲ２で同一な幅を有
する）を有する。しかし、本発明はこれに制限されなく、複数個の発光領域ＰＸＡと複数
個の第１開口部ＢＭ１－ＯＰとは互いに異なる形状又は面積を有することもあり得る。
【０１６１】
　カラーフィルタＣＦは複数個の第１開口部ＢＭ１－ＯＰの内側の各々に配置される。カ
ラーフィルタＣＦは複数個のグループのカラーフィルタを含む。例えば、カラーフィルタ
ＣＦはレッドカラーフィルタ、グリーンカラーフィルタ、及びブルーカラーフィルタを含
む。
【０１６２】
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　カラーフィルタＣＦのカラーは有機発光素子ＯＬＥＤから生成される光のカラーを考慮
して第１開口部ＢＭ１－ＯＰごとに異なるように選択される。例えば、レッドカラーフィ
ルタはレッド光を生成する有機発光素子ＯＬＥＤに重畳するように配置され、グリーンカ
ラーフィルタはグリーン光を生成する有機発光素子ＯＬＥＤに重畳するように配置され、
ブルーカラーフィルタはブルー光を生成する有機発光素子ＯＬＥＤに重畳するように配置
される。
【０１６３】
　第１ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭ１及び複数個のカラーフィルタＣＦ上に絶縁層Ｔ
Ｓ－ＩＬが配置される。絶縁層ＴＳ－ＩＬは平坦面ＦＳを提供する平坦化層である。絶縁
層ＴＳ－ＩＬは複数個の発光領域ＰＸＡと非発光領域ＮＰＸＡとに重畳する。
【０１６４】
　第２ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭ２が絶縁層ＴＳ－ＩＬ上に配置される。第２ブラ
ックマトリックスＴＳ－ＢＭ２に複数個の第１開口部ＢＭ１－ＯＰに対応する複数個の第
２開口部ＢＭ２－ＯＰが定義される。複数個の第１開口部ＢＭ１－ＯＰが定義された第１
ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭ１と複数個の第２開口部ＢＭ２－ＯＰが定義された第２
ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭ２とは同一な形状を有する。但し、これに制限されなく
、本発明の一実施形態で第２ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭ２は省略される。
【０１６５】
　図２１Ｂ及び図２１Ｃは図２１Ａに図示された非発光領域ＮＰＡＸをさらに拡大して示
した。ベース面ＢＳ以下の構成は省略した。図２１Ｂに図示されたように、カラーフィル
タＣＦのエッジ部分は第１ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭ１に部分的に重畳する。図２
１Ｃに図示されたように、カラーフィルタＣＦは第１ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭ１
と異なる高さを有する。絶縁層ＴＳ－ＩＬは工程上で発生した段差を除去し、平坦面ＦＳ
を提供する。平坦面ＦＳ上に第２ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭ２が配置される。
【０１６６】
　図２２Ａに図示されたように、第２センサ部ＳＰ２、即ち第２縦部ＳＰ２－Ｃは平坦面
ＦＳ上に配置される。第２ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭ２は第２センサ部ＳＰ２、即
ち第２縦部ＳＰ２－Ｃをカバーする。
【０１６７】
　図２２Ｂに図示されたように、第２ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭ２は省略される。
この時、第２センサ部ＳＰ２は伝導性の遮光物質を含む。伝導性の遮光物質は反射率が低
い伝導性物質を含む。例えば、前記伝導性遮光物質はクロム酸化物（Ｃｈｒｏｍｉｕｍ　
ｏｘｉｄｅ｝、クロム窒化物（Ｃｈｒｏｍｉｕｍ　ｎｉｔｒｉｄｅ）、チタニウム酸化物
（Ｔｉｔａｎｉｕｍ　ｏｘｉｄｅ）、及びチタニウム窒化物（Ｔｉｔａｎｉｕｍ　ｎｉｔ
ｒｉｄｅ）の中でいずれか１つ又はその合金等を含む。
【０１６８】
　図２２Ｃ及び図２２Ｄは図２１Ｂ及び図２１Ｃに対応する非発光領域ＮＰＡＸをさらに
拡大して示した。絶縁層ＴＳ－ＩＬは工程上で発生した段差を除去し、第２縦部ＳＰ２－
Ｃは絶縁層ＴＳ－ＩＬ上に配置される。
【０１６９】
　図２３に図示されたように、第１連結部は薄膜封止層ＴＦＥ上に配置された第３縦部Ｃ
Ｐ１－Ｃ１、ＣＰ１－Ｃ２を含む。第２連結部ＣＰ２は第１ブラックマトリックスＴＳ－
ＢＭ１上に配置された第４横部ＣＰ２－Ｌ１を含む。
【０１７０】
　図２４Ａ及び図２４Ｂは本発明の一実施形態によるタッチスクリーンの導電層の平面図
である。以下、図１乃至図２３を参照して説明した構成と同一な構成に対する詳細な説明
は省略する。
【０１７１】
　図２４Ａに図示されたように、第１導電パターンは第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ
１－４と第１タッチ信号ラインＳＬ１－１乃至ＳＬ１－４とを含む。図２４Ａでは４個の



(25) JP 2017-16655 A 2017.1.19

10

20

30

40

50

第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－４とそれに連結された第１タッチ信号ラインＳＬ
１－１乃至ＳＬ１－４とを例示的に示した。
【０１７２】
　第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－４の各々は第１方向ＤＲ１に延長され、第２方
向に羅列される。第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－４の各々は複数個のタッチ開口
部が定義されたメッシュ形状である。第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－４は第２方
向ＤＲ２で互いに同一な第１幅Ｗ１を有する。第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－４
の各々の幅Ｗ１は第１方向ＤＲ１で一定である。第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－
４は第２方向ＤＲ２で互いに同一な第１間隔Ｄ１に離隔される。第１タッチ電極ＴＥ１－
１乃至ＴＥ１－４はタッチスクリーンの駆動のための検出信号（ｄｅｔｅｃｔｉｎｇ　ｓ
ｉｇｎａｌｓ）を受信する。検出信号（ｄｅｔｅｃｔｉｎｇ　ｓｉｇｎａｌｓ）は交流信
号である。
【０１７３】
　図２４Ｂに図示されたように、第２導電パターンは第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ
２－６と第２タッチ信号ラインＳＬ２－１乃至ＳＬ２－６とを含む。図２４Ｂでは６個の
第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－６とそれに連結された第２タッチ信号ラインＳＬ
２－１乃至ＳＬ２－６とを例示的に示した。
【０１７４】
　第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－６の各々は第２方向ＤＲ２に延長され、第１方
向に羅列される。第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－６の各々は複数個のタッチ開口
部が定義されたメッシュ形状である。第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－６は互いに
同一な第１方向ＤＲ１での第２幅Ｗ２を有する。第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－
６の各々は一定な幅を有する。第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－６は第１方向ＤＲ
１で互いに同一な第２間隔Ｄ２に離隔される。第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－６
は第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－４と静電結合し、第２タッチ電極ＴＥ２－１乃
至ＴＥ２－６からタッチ信号をリードアウトする。
【０１７５】
　図２４Ａ及び図２４Ｂに図示されたように、第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－４
が第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－６よりさらに隣接するように配置されることに
よって、第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－４は第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ
２－６に干渉する表示パネルＤＰ（図２Ａ参照）のノイズを遮断する。第１タッチ電極Ｔ
Ｅ１－１乃至ＴＥ１－４が隣接するように配置されることによって、第２タッチ電極ＴＥ
２－１乃至ＴＥ２－６の大部分をカバーするためである。即ち、第１タッチ電極ＴＥ１－
１乃至ＴＥ１－４がノイズの干渉経路の大部分を遮断する。
【０１７６】
　図２５Ａ及び図２５Ｂは本発明の一実施形態によるタッチスクリーンの導電層の平面図
である。図２５Ｃは図２５Ａ及び図２５ＢのＤＤ領域の部分拡大図である。図２５Ｄは図
２５Ｃの部分断面図である。以下、図１乃至図２４Ｂを参照して説明した構成と同一な構
成に対する詳細な説明は省略する。
【０１７７】
　図２５Ａ及び図２５Ｂに図示されたように、第１導電パターンは第１タッチ電極ＴＥ１
－１乃至ＴＥ１－３と遮蔽電極ＳＴＥとを含む。第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－
３の各々は複数個の第１センサ部ＳＰ１と複数個の第１連結部ＣＰ１とを含む。第２導電
パターンは第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３を含む。第２タッチ電極ＴＥ２－１
乃至ＴＥ２－３の各々は複数個の第２センサ部ＳＰ２と複数個の第２連結部ＣＰ２とを含
む。
【０１７８】
　遮蔽電極ＳＴＥの各々は複数個の第２センサ部ＳＰ２の中で対応する第２センサ部に重
畳する。遮蔽電極ＳＴＥの各々はメッシュ形状を有する。遮蔽電極ＳＴＥの各々はフロー
ティング電極である。
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【０１７９】
　本発明の一実施形態で遮蔽電極ＳＴＥの各々はグラウンド電圧を受信する。別途に図示
していないが、遮蔽電極ＳＴＥの中で第１方向ＤＲ１に羅列された電極は互いに連結され
る。遮蔽電極ＳＴＥは第２センサ部ＳＰ２に干渉する表示パネルＤＰ（図２Ａ参照）のノ
イズを遮断する。
【０１８０】
　図２５Ｃ及び図２５Ｄでは遮蔽電極ＳＴＥと第２センサ部ＳＰ２との関係を具体的に示
した。遮蔽電極ＳＴＥは点線で、第２センサ部ＳＰ２は実線で示した。第２センサ部ＳＰ
２の線幅が遮蔽電極ＳＴＥの線幅より大きく図示されたが、これに制限されない。第２セ
ンサ部ＳＰ２の線幅と遮蔽電極ＳＴＥとの線幅は互いに同一である。
【０１８１】
　別途に図示していないが、本発明の一実施形態による表示装置は図１４Ａ乃至図１４Ｄ
を参照して説明したように１層型（１－ｌａｙｅｒ）の静電容量式タッチスクリーンを含
む。１層型（１－ｌａｙｅｒ）の静電容量式タッチスクリーンＴＳは図２１Ａ乃至図２５
Ｄを参照して説明したようにカラーフィルタＣＦを含むか、或いは遮蔽電極を含む。
【０１８２】
　上述したことによると、カラーフィルタがタッチスクリーンのブラックマトリックスの
開口部内側の各々に配置されることによって、表示装置がスリムになる。カラーフィルタ
は外部光をフィルタリングすることによって、外部光反射率を減少させる。
【０１８３】
　第１導電パターンが第２導電パターンに重畳することによって、表示パネルから発生し
たノイズが前記第２導電パターンに干渉されることを防止する。
【０１８４】
　図２６Ａは本発明の一実施形態による表示装置の部分拡大図である。図２６Ｂ乃至図２
６Ｅの各々は本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である。図２７Ａは本発明
の一実施形態による表示装置の部分拡大図である。図２７Ｂ乃至図２７Ｅは本発明の一実
施形態による表示装置の部分断面図である。図２８Ａは本発明の一実施形態による表示装
置の部分拡大図である。図２８Ｂは図２８Ａの部分断面図である。
【０１８５】
　図２６Ａは図９ＡのＡＡ領域の部分拡大図である。図２６Ｂ乃至図２６Ｅの各々は図２
６ＡのＩ－Ｉ’に対応する本発明の一実施形態による表示装置の断面図である。図２７Ａ
は図９ＢのＢＢ領域の部分拡大図である。図２７Ｂ乃至図２７Ｅは図２７ＡのＩＩ－ＩＩ
’に対応する本発明の一実施形態による表示装置の断面図である。図２８Ａは図９Ａと図
９Ｂが重なった状態を示した。以下、図１乃至図２５Ｄを参照して説明した構成と同一な
構成に対する詳細な説明は省略する。
【０１８６】
　図２６Ａに図示されたように、第１センサ部ＳＰ１は発光領域ＰＸＡに隣接した非発光
領域ＮＰＸＡに重畳する。第１センサ部ＳＰ１は第１方向ＤＲ１に延長された複数個の第
１縦部ＳＰ１－Ｃと第２方向ＤＲ２に延長された複数個の第１横部ＳＰ１－Ｌとを含む。
前記複数個の第１縦部ＳＰ１－Ｃと前記複数個の第１横部ＳＰ１－Ｌとはメッシュ線で定
義される。複数個の第１縦部ＳＰ１－Ｃと複数個の第１横部ＳＰ１－Ｌとは互いに連結さ
れて複数個のタッチ開口部ＴＳ－ＯＰを形成する。
【０１８７】
　図２６Ｂに図示されたように、薄膜封止層ＴＦＥがベース面ＢＳを提供する。カラーフ
ィルタＣＦはベース面ＢＳ上に配置される。図２６Ａでは図２６Ｂに図示されたカラーフ
ィルタＣＦの境界が点線で図示された。
【０１８８】
　図２６Ｂに図示されたように、カラーフィルタＣＦの各々は中心部分ＣＦ－Ｃ及びエッ
ジ部分ＣＦ－Ｅを含む。中心部分ＣＦ－Ｃは複数個の発光領域ＰＸＡの中で対応する発光
領域に重畳する。エッジ部分ＣＦ－Ｅは中心部分ＣＦ－Ｃから延長され、非発光領域ＮＰ
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ＸＡに重畳し、第１導電パターン、即ち第１センサ部ＳＰ１の第１横部ＳＰ１－Ｌに重畳
する。別途に図示していないが、カラーフィルタＣＦは第１連結部ＣＰ１にも重畳する。
カラーフィルタＣＦの各々は平面上から見る時、エッジ部分ＣＦ－Ｅが中心部分を囲む。
【０１８９】
　本実施形態で図示されたカラーフィルタＣＦの中で左側カラーフィルタはレッドカラー
フィルタであり、右側カラーフィルタはグリーンカラーフィルタである。隣接したカラー
フィルタＣＦの各々のエッジ部分ＣＦ－Ｅは第１横部ＳＰ１－Ｌに接触し、第１横部ＳＰ
１－Ｌをカバーする。隣接したカラーフィルタＣＦのエッジ部分ＣＦ－Ｅは互いに接触す
る。隣接したカラーフィルタＣＦのエッジ部分ＣＦ－Ｅは第１横部ＳＰ１－Ｌを部分的に
カバーし、相互補完的に第１導電パターンを完全にカバーする。
【０１９０】
　ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭがカラーフィルタＣＦ上に配置される。図２６Ｂに図
示されたように、ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭはカラーフィルタＣＦ上に直接配置さ
れる。ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭには発光領域ＰＸＡに対応する複数個の透過開口
部ＢＭ－ＯＰが定義される。
【０１９１】
　ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭは非発光領域ＮＰＸＡに対応して配置される。複数個
の発光領域ＰＸＡと複数個の透過開口部ＢＭ－ＯＰとの平面上の形状は互いに同一である
。つまり、ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭは非発光領域ＮＰＸＡと実質的に同一な形状
（例えばブラックマトリックスＴＳ－ＢＭは非発光領域ＮＰＸＡと第１方向ＤＲ１及び第
２方向ＤＲ２で同一な幅を有する）を有する。しかし、本発明はこれに制限されなく、複
数個の発光領域ＰＸＡと複数個の透過開口部ＢＭ－ＯＰとは互いに異なる形状を有しても
よい。
【０１９２】
　図２６Ｃ及び図２６Ｄは図２６Ｂに図示された非発光領域ＮＰＡＸをさらに拡大して示
した。ベース面ＢＳ以下の構成は省略した。図２６Ｃに図示されたように、左側カラーフ
ィルタのエッジ部分ＣＦ－Ｅが第１横部ＳＰ１－Ｌを完全にカバーする。右側カラーフィ
ルタのエッジ部分ＣＦ－Ｅは左側カラーフィルタのエッジ部分ＣＦ－Ｅ上に配置される。
左側カラーフィルタと右側カラーフィルタとが形成される順序に従って非発光領域ＮＰＡ
Ｘに配置されたカラーフィルタの境界部分の形状は変形される。
【０１９３】
　図２６Ｄに図示されたように、左側カラーフィルタと右側カラーフィルタ上に絶縁層Ｔ
Ｓ－ＩＬとがさらに配置される。絶縁層ＴＳ－ＩＬは平坦面ＦＳを提供する。ブラックマ
トリックスＴＳ－ＢＭは前記平坦面ＦＳ上に直接配置される。
【０１９４】
　図２６Ｅに図示されたように、タッチスクリーンＴＳは第１ブラックマトリックスＴＳ
－ＢＭ１と第２ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭ２とを含む。第１ブラックマトリックス
ＴＳ－ＢＭ１はベース面ＢＳ上に配置され、第１導電パターン、即ち第１横部ＳＰ１－Ｌ
をカバーする。第１ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭ１には発光領域ＰＸＡに対応する複
数個の第１透過開口部ＢＭ１－ＯＰが定義される。
【０１９５】
　隣接したカラーフィルタＣＦのエッジ部分ＣＦ－Ｅは第１ブラックマトリックスＴＳ－
ＢＭ１に接触し、第１ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭ１をカバーする。隣接したカラー
フィルタＣＦは相互補完的に第１ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭ１を完全にカバーする
。
【０１９６】
　第２ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭ２はカラーフィルタＣＦ上に配置される。第２ブ
ラックマトリックスＴＳ２－ＢＭには発光領域ＰＸＡに対応する複数個の第２透過開口部
ＢＭ２－ＯＰが定義される。別途に図示していないが、隣接したカラーフィルタＣＦのエ
ッジ部分ＣＦ－Ｅは図２６Ｃに図示されたものと同じであり、第２ブラックマトリックス
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ＴＳ－ＢＭ２はカラーフィルタＣＦをカバーする絶縁層上に配置される。
【０１９７】
　図２７Ａ及び図２７Ｂに図示されたように、第２センサ部ＳＰ２は非発光領域ＮＰＸＡ
に重畳する。第２センサ部ＳＰ２は第１方向ＤＲ１に延長された複数個の第２縦部ＳＰ２
－Ｃと第２方向ＤＲ２に延長された複数個の第２横部ＳＰ２－Ｌとを含む。複数個の第２
縦部ＳＰ２－Ｃと複数個の第２横部ＳＰ２－Ｌとは互いに連結されて複数個のタッチ開口
部ＴＳ－ＯＰを形成する。
【０１９８】
　図２７Ｂ乃至図２７Ｄに図示されたように、カラーフィルタＣＦ上に配置されたブラッ
クマトリックスＴＳ－ＢＭは第２導電パターン、即ち第２縦部ＳＰ２－Ｃをカバーする。
図２７Ｅに図示されたように、カラーフィルタＣＦ上に直接配置された第２ブラックマト
リックスＴＳ２－ＢＭは第２導電パターン、即ち第２縦部ＳＰ２－Ｃをカバーする。
【０１９９】
　先に説明したように、カラーフィルタＣＦは第１導電パターンと第２導電パターン、即
ち第１横部ＳＰ１－Ｌと第２縦部ＳＰ２－Ｃとを絶縁させる絶縁層の役割を有する。カラ
ーフィルタＣＦは外部光の反射率を減少させる同時に別途の絶縁層を省略する。
【０２００】
　図２８Ａは図９Ａと図９Ｂが重なった状態を示した。図２８Ａ及び図２８Ｂに図示され
たように、第１連結部ＣＰ１は薄膜封止層ＴＦＥ上に配置された第３縦部ＣＰ１－Ｃ１、
ＣＰ１－Ｃ２及び第３縦部ＣＰ１－Ｃ１、ＣＰ１－Ｃ２を連結する第３横部ＣＰ１－Ｌを
含む。２個の第３縦部ＣＰ１－Ｃ１、ＣＰ１－Ｃ２が図示されたが、これに制限されない
。
【０２０１】
　第２連結部ＣＰ２はカラーフィルタ層ＴＳ－ＣＦ上に配置された第４横部ＣＰ２－Ｌ１
、ＣＰ２－Ｌ２及び第４横部ＣＰ２－Ｌ１、ＣＰ２－Ｌ２を連結する第４縦部ＣＰ２－Ｃ
を含む。図２８Ｂでカラーフィルタ層ＴＳ－ＣＦは簡略に図示されたが、複数個のカラー
フィルタを含む。複数個のカラーフィルタの境界領域は図２６Ｂ乃至図２６Ｅに図示され
たものと同じである。第１連結部ＣＰ１はメッシュ形状を有することができ、第２連結部
ＣＰ２もやはりメッシュ形状を有する。ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭが第４横部ＣＰ
２－Ｌ１、ＣＰ２－Ｌ２及び第４縦部ＣＰ２－Ｃをカバーする。
【０２０２】
　図２８Ｂは図２６Ｂ及び図２７Ｂに対応する層構造を図示したが、これに制限されない
。タッチスクリーンＴＳの連結部ＣＰ１、ＣＰ２に対応する断面構造は図２６Ｃ乃至図２
６Ｅに図示されたように変形される。
【０２０３】
　図２９Ａ及び図２９Ｂの各々は本発明の一実施形態による表示装置の部分断面図である
。図２９Ａ及び図２９Ｂの各々は図１６Ｄに対応する。
【０２０４】
　図２９Ａに図示されたように、第２補助電極ＳＴＥ２と第１センサ部ＳＰ１とは複数個
の補助貫通ホールＳＣＨとを介して連結される。複数個の補助貫通ホールＳＣＨは複数個
のカラーフィルタの中で対応するカラーフィルタＣＦの各々を貫通する。複数個の補助貫
通ホールＳＣＨの中で一部は隣接するカラーフィルタＣＦを部分的に貫通する。本実施形
態で薄膜封止層ＴＦＥが平坦なベース面ＢＳを提供するものとして図示したが、これに制
限されない。バッファ層のようなその他の層がベース面ＢＳを提供することもあり得る。
別途に図示していないが、図２９Ａに図示されたカラーフィルタＣＦ及びブラックマトリ
ックスＴＳ－ＢＭは図２６Ｃ乃至図２６Ｄに図示されたように変形される。
【０２０５】
　図２９Ｂは図２６Ｅに対応する構造を示した。ベース面ＢＳ上に第１及び第２ブラック
マトリックスＴＳ－ＢＭ１、ＴＳ－ＢＭ２配置される。補助貫通ホールＳＣＨ－１は対応
するカラーフィルタＣＦと第１ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭ１とを貫通する。
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【０２０６】
　別途に図示していないが、本発明の一実施形態による表示装置は図１４Ａ乃至図１４Ｄ
を参照して説明したように１層型（１－ｌａｙｅｒ）の静電容量式タッチスクリーンを含
む。１層型（１－ｌａｙｅｒ）の静電容量式タッチスクリーンＴＳは図２６Ａ乃至図２８
Ｂを参照して説明したようにカラーフィルタＣＦを含む。
【０２０７】
　上述したことによると、カラーフィルタがタッチスクリーンの絶縁層の役割を有するこ
とによって、表示装置がスリムになる。カラーフィルタは外部光をフィルタリングするこ
とによって外部光反射率を減少させる。タッチ電極がメッシュ形状を有することによって
、タッチ電極に印加される引張ストレス／圧縮ストレスが減少され、結果的にタッチ電極
のクラックを防止する。
【０２０８】
　図３０Ａは本発明の一実施形態によるフレキシブル表示装置の第１動作による断面図で
ある。図３０Ｂは本発明の一実施形態によるフレキシブル表示装置の第２動作による断面
図である。図３０Ｃ乃至図３０Ｅは本発明の一実施形態によるフレキシブル表示装置の第
１動作による断面図である。以下、図１乃至図２９Ｂを参照して説明した構成と同一な構
成に対する詳細な説明は省略する。
【０２０９】
　図３０Ａ及び図３０Ｂに図示されたように、本発明の一実施形態による表示装置ＤＤは
表示パネルＤＰ、タッチスクリーンＴＳ、及びウインド部材ＷＭを含む。本実施形態でタ
ッチスクリーンＴＳは表示パネルと連続工程によって製造される。タッチスクリーンＴＳ
はカラーフィルタを含む。ウインド部材ＷＭは透明光学接着部材ＯＣＡによってタッチス
クリーンＴＳと結合される。
【０２１０】
　図３０Ｃ乃至図３０Ｅは図３０Ａ及び図３０Ｂに図示されたフレキシブル表示装置と他
の実施形態によるフレキシブル表示装置ＤＤ－１乃至ＤＤ－３を示した。図３０Ｃに図示
されたように、ウインド部材ＷＭは省略される。ウインド部材ＷＭはタッチスクリーンＴ
Ｓに一体化される。この時、タッチスクリーンＴＳは表面強度を増加させるため、少なく
ともハードコーティング層を含む。図３０Ｄ及び図３０Ｅに図示されたように、タッチス
クリーンＴＳは表示パネルＤＰと透明光学接着部材ＯＣＡ（Ｏｐｔｉｃａｌｌｙ　Ｃｌｅ
ａｒ　Ａｄｈｅｓｉｖｅ）によって結合される。
【０２１１】
　図３１Ａ及び図３１Ｄは本発明の一実施形態による表示装置の断面図である。表示パネ
ルＤＰ、ＤＰ１、ＤＰ２は簡略して示した。図３１Ａ乃至図３１Ｄを参照して表示装置の
共通点と差異点とを説明する。
【０２１２】
　図３１Ａ及び図３１Ｂに図示されたように、タッチスクリーンＴＳは第１導電層ＴＳ－
ＣＬ１、第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１、第２導電層ＴＳ－ＣＬ２、及び第２絶縁層ＴＳ－ＩＬ
２、第３導電層ＴＳ－ＣＬ３、及び第３絶縁層ＴＳ－ＩＬ３を含む。タッチスクリーンＴ
Ｓは表示パネルＤＰ、ＤＰ１上に直接配置される。第１導電層ＴＳ－ＣＬ１、第２導電層
ＴＳ－ＣＬ２、及び第３導電層ＴＳ－ＣＬ３の各々は単層構造を有するか、或いは第３方
向軸ＤＲ３に沿って積層された多層構造を有する。多層構造の導電層は透明導電層と少な
くとも１つの金属層とを含む。透明導電層はＩＴＯ（ｉｎｄｉｕｍ　ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ
）、ＩＺＯ（ｉｎｄｉｕｍ　ｚｉｎｃ　ｏｘｉｄｅ）、ＺｎＯ（ｚｉｎｃ　ｏｘｉｄｅ）
、ＩＴＺＯ（ｉｎｄｉｕｍ　ｔｉｎ　ｚｉｎｃ　ｏｘｉｄｅ）、ＰＥＤＯＴ、金属ナノワ
イヤ、グラフェンを含む。金属層はモリブデン、銀、チタニウム、銅、アルミニウム、及
びその合金を含む。
【０２１３】
　第１導電層ＴＳ－ＣＬ１、第２導電層ＴＳ－ＣＬ２、及び第３導電層ＴＳ－ＣＬ３の各
々は複数個のパターンを含む。以下、第１導電層ＴＳ－ＣＬ１は第１導電パターンを含み
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、第２導電層ＴＳ－ＣＬ２は第２導電パターンを含み、第３導電層ＴＳ－ＣＬ３は第３導
電パターンを含むものと説明される。第１導電パターンは表示パネルＤＰで発生したノイ
ズを遮蔽する導電層（以下、ノイズ遮蔽導電層）である。ノイズ遮蔽導電層はフローティ
ング電極層がするか、或いはグラウンド電圧を受信する。第２導電パターンと第３導電パ
ターンとはタッチ電極及びタッチ信号ラインを含み、外部入力を感知する。
【０２１４】
　本実施形態で第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１と第２絶縁層ＴＳ－ＩＬ２との中でいずれか１つ
は少なくともカラーフィルタ層を含む。前記カラーフィルタ層は複数個のカラーフィルタ
を含む。カラーフィルタは染料又は顔料を含む有機物パターンである。カラーフィルタは
複数個のグループのカラーフィルタを含む。例えば、カラーフィルタはレッドカラーフィ
ルタ、グリーンカラーフィルタ、及びブルーカラーフィルタを含む。
【０２１５】
　本発明の一実施形態で第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１と第２絶縁層ＴＳ－ＩＬ２との中でいず
れか１つはブラックマトリックスをさらに含む。ブラックマトリックスは有機物質をベー
ス物質として含む。ブラックマトリックスは黒色顔料又は黒色染料を含む。ブラックマト
リックスを構成する物質は特別に制限されない。
【０２１６】
　本発明の一実施形態で第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１と第２絶縁層ＴＳ－ＩＬ２とは無機物層
又は有機物層の中で少なくとも１つをさらに含む。無機物層又は有機物層は平坦面を提供
する平坦化層である。無機物層はシリコンオキサイド又はシリコンナイトライドを含む。
有機物層はアクリル系樹脂、メタクリル系樹脂、ポリイソプレン、ビニール系樹脂、エポ
キシ系樹脂、ウレタン系樹脂、セルロース系樹脂及びペリレン系樹脂の中で少なくともい
ずれか１つを含む。
【０２１７】
　本発明の一実施形態で第３絶縁層ＴＳ－ＩＬ３はブラックマトリックスを含む。ブラッ
クマトリックスは光の吸収率が高い有機物質をベース物質として含む。ブラックマトリッ
クスは黒色顔料又は黒色染料を含む。
【０２１８】
　本発明の一実施形態で第３絶縁層ＴＳ－ＩＬ３は無機物層又は有機物層の中で少なくと
も１つをさらに含む。特に平坦面を提供するために有機物層をさらに含む。無機物はシリ
コン酸化物又はシリコンナイトライドを含む。有機物はアクリル系樹脂、メタクリル系樹
脂、ポリイソプレン、ビニール系樹脂、エポキシ系樹脂、ウレタン系樹脂、セルロース系
樹脂及びペリレン系樹脂の中で少なくともいずれか１つを含む。本発明の一実施形態で第
１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１、第２絶縁層ＴＳ－ＩＬ２、及び第３絶縁層ＴＳ－ＩＬ３の中で少
なくともいずれか１つはハードコーティング層をさらに含む。それによって、タッチスク
リーンＴＳはウインド部材を代替する。本実施形態でハードコーティング層はシリコン系
ポリマーを含む。ハードコーティング層の材料は特別に制限されなく、公知されたハード
コーティング材料を含む。
【０２１９】
　図３１Ａに図示されたように、第１導電層ＴＳ－ＣＬ１は薄膜封止層ＴＦＥ上に配置さ
れる。つまり、薄膜封止層ＴＦＥは、タッチスクリーンＴＳが配置されるベース面ＢＳを
提供する。
【０２２０】
　図３１Ｂに図示された表示パネルＤＰ１は図３１Ａに図示された表示パネルＤＰに比べ
て薄膜封止層ＴＦＥ上に配置されたバッファ層ＢＦＬをさらに含む。バッファ層ＢＦＬが
ベース面ＢＳを提供する。バッファ層ＢＦＬは有機層であって、その目的によって他の物
質を含むことができる。バッファ層ＢＦＬは屈折率マッチングのための有機層／無機層で
ある。
【０２２１】
　図３１Ｃに図示されたように、タッチスクリーンＴＳ１は透明光学接着部材ＯＣＡによ
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って表示パネルＤＰに結合される。タッチスクリーンＴＳ１は第１導電層ＴＳ－ＣＬ１及
び第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１が配置されるベース部材ＴＳ－ＢＳをさらに含む。
【０２２２】
　図３１Ｄに図示されたように、タッチスクリーンＴＳ２は各々がタッチ電極及びタッチ
信号ラインを含む第２導電層ＴＳ－ＣＬ２及び第３導電層ＴＳ－ＣＬ３を含む。ノイズを
遮蔽する第１導電層ＴＳ－ＣＬ１がタッチスクリーンＴＳ２から省略され、表示パネルＤ
Ｐ２はノイズ遮蔽導電層ＤＰ－ＮＳＰＬをさらに含む。ノイズ遮蔽導電層ＤＰ－ＮＳＰＬ
は薄膜封止層ＴＦＥ上に配置される。
【０２２３】
　図３２Ａ及び図３２Ｂは本発明の一実施形態によるタッチスクリーンの導電層の平面図
である。図３２Ｃ及び図３２Ｄは本発明の一実施形態によるタッチスクリーンのノイズ遮
蔽導電層の平面図である。
【０２２４】
　本実施形態で２層型（２－ｌａｙｅｒ）の静電容量式タッチスクリーンを例示的に示し
た。２層型（２－ｌａｙｅｒ）の静電容量式タッチスクリーンはセルフキャップ（ｓｅｌ
ｆ　ｃａｐａｃｉｔａｎｃｅ）方式又はミューチュアルキャップ（ｍｕｔｕａｌ　ｃａｐ
ａｃｉｔａｎｃｅ）方式にタッチされた地点の座標情報を獲得する。座標情報獲得のため
のタッチスクリーンの駆動方法は特別に制限されない。
【０２２５】
　図３２Ａに図示されたように、第１導電パターンは第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ
１－３と第１タッチ信号ラインＳＬ１－１乃至ＳＬ１－３とを含む。図３２Ａでは３個の
第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－３とそれに連結された第１タッチ信号ラインＳＬ
１－１乃至ＳＬ１－３とを例示的に示した。
【０２２６】
　第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－３は第１方向ＤＲ１に延長され、第２方向ＤＲ
２に羅列される。第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－３の各々は複数個のタッチ開口
部が定義されたメッシュ形状である。タッチ開口は複数個の発光領域ＰＸＡ－Ｒ、ＰＸＡ
－Ｇ、ＰＸＡ－Ｂ（図５参照）に対応する。メッシュ形状に対する詳細な説明は後述する
。
【０２２７】
　第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－３の各々は複数個の第１センサ部ＳＰ１と複数
個の第１連結部ＣＰ１とを含む。第１センサ部ＳＰ１は第１方向ＤＲ１に羅列される。第
１連結部ＣＰ１の各々は第１センサ部ＳＰ１の中で隣接する２個の第１センサ部ＳＰ１を
連結する。
【０２２８】
　第１タッチ信号ラインＳＬ１－１乃至ＳＬ１－３もやはりメッシュ形状を有する。第１
タッチ信号ラインＳＬ１－１乃至ＳＬ１－３は第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－３
と同一な層構造を有する。
【０２２９】
　図３２Ｂに図示されたように、第２導電パターンは第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ
２－３と第２タッチ信号ラインＳＬ２－１乃至ＳＬ２－３とを含む。図３２Ｂでは３個の
第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３とそれに連結された第２タッチ信号ラインＳＬ
２－１乃至ＳＬ２－３とを例示的に示した。
【０２３０】
　第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３は第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－３
と絶縁交差する。第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３の各々は複数個のタッチ開口
部が定義されたメッシュ形状である。
【０２３１】
　第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３の各々は複数個の第２センサ部ＳＰ２と複数
個の第２連結部ＣＰ２とを含む。第２センサ部ＳＰ２は第２方向ＤＲ２に羅列される。第
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２連結部ＣＰ２の各々は第２センサ部ＳＰ２の中で隣接する２個の第２センサ部ＳＰ２を
連結する。
【０２３２】
　第２タッチ信号ラインＳＬ２－１乃至ＳＬ２－３もやはりメッシュ形状を有する。第２
タッチ信号ラインＳＬ２－１乃至ＳＬ２－３は第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３
と同一な層構造を有する。
【０２３３】
　第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－３と第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３
とは静電結合される。第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－３にタッチ感知信号が印加
されることによって、第１センサ部ＳＰ１と第２センサ部ＳＰ２との間にキャパシタが形
成される。
【０２３４】
　本発明でセンサ部と連結部を含む第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－３と第２タッ
チ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３との形状は一実施例に過ぎなく、これに制限されない。
連結部は第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－３と第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ
２－３とが交差する部分に定義されれば、十分であり、センサ部は第１タッチ電極ＴＥ１
－１乃至ＴＥ１－３と第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３とが重畳しない部分に定
義されれば、十分である。例えば、第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－３と第２タッ
チ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３との各々は一定な幅を有するバーの形状を有する。
【０２３５】
　図３２Ｃに図示されたように、ノイズ遮蔽導電層ＮＳＰＬは第１タッチ電極ＴＥ１－１
乃至ＴＥ１－３及び第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３に重畳する。例えば、ノイ
ズ遮蔽導電層ＮＳＰＬは第１センサ部ＳＰ１に重畳する第１遮蔽部ＮＳＰ１、第２センサ
部ＳＰ２に重畳する第２遮蔽部ＮＳＰ２、及び第１連結部ＣＰ１と第２連結部ＣＰ２とに
重畳する第３遮蔽部ＮＣＰを含む。ノイズ遮蔽導電層ＮＳＰＬは複数個の遮蔽開口部が定
義されたメッシュ形状を有する。複数個の遮蔽開口部は複数個の発光領域ＰＸＡ－Ｒ、Ｐ
ＸＡ－Ｇ、ＰＸＡ－Ｂ（図５参照）に対応する。第１遮蔽部ＮＳＰ１、第２遮蔽部ＮＳＰ
２、及び第３遮蔽部ＮＣＰの各々はメッシュ線で定義される。
【０２３６】
　図３２Ｄに図示されたように、ノイズ遮蔽導電層ＮＳＰＬ－１は第１タッチ電極ＴＥ１
－１乃至ＴＥ１－３及び第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３の形状と関係ない形状
を有する。ノイズ遮蔽導電層ＮＳＰＬ－１は表示領域ＤＡに対応する四角形の形状に、複
数個の遮蔽開口部が定義される。
【０２３７】
　図３３Ａは図３２ＡのＡＡ領域の部分拡大図である。図３３Ｂ乃至図３３Ｊの各々は本
発明の一実施形態による図３３Ａの部分断面図である。図３４Ａは図３２ＢのＢＢ領域の
部分拡大図である。図３４Ｂは本発明の一実施形態による図３４Ａの部分断面図である。
図３５Ａは図３２Ａ及び図３２ＢのＣＣ領域の部分拡大図である。図３５Ｂは図３５Ａの
部分断面図である。図３３Ｂ乃至図３３Ｊ、図３４Ｂ、図３５Ｂの各々はウインド部材Ｗ
Ｍを除外した表示装置全体の断面を図示し、回路層ＤＰ－ＣＬは簡略して示した。
【０２３８】
　図３３Ａに図示されたように、第１センサ部ＳＰ１は発光領域ＰＸＡに隣接した非発光
領域ＮＰＸＡに重畳する。第１センサ部ＳＰ１は第１方向ＤＲ１に延長された複数個の第
１縦部ＳＰ１－Ｃと第２方向ＤＲ２に延長された複数個の第１横部ＳＰ１－Ｌとを含む。
前記複数個の第１縦部ＳＰ１－Ｃと前記複数個の第１横部ＳＰ１－Ｌとはメッシュ線で定
義される。
【０２３９】
　複数個の第１縦部ＳＰ１－Ｃと複数個の第１横部ＳＰ１－Ｌとは互いに連結されて複数
個のタッチ開口部ＴＳ－ＯＰを形成する。つまり、第１センサ部ＳＰ１は複数個のタッチ
開口部ＴＳ－ＯＰを具備したメッシュ形状を有する。タッチ開口部ＴＳ－ＯＰが発光領域
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ＰＸＡに一対一に対応するものとして図示したが、これに制限されない。１つのタッチ開
口部ＴＳ－ＯＰは２以上の発光領域ＰＸＡに対応する。即ち、１つのタッチ開口部ＴＳ－
ＯＰ内側には２以上の発光領域ＰＸＡが配置される。
【０２４０】
　図３３Ｂに図示されたように、薄膜封止層ＴＦＥがベース面ＢＳを提供する。第１遮蔽
部ＮＳＰ１はベース面ＢＳ上に非発光領域ＮＰＸＡに重畳するように配置される。第１遮
蔽部ＮＳＰ１は遮蔽開口部ＮＳＰ－ＯＰが定義されたメッシュ形状である。
【０２４１】
　ベース面ＢＳ上に第１遮蔽部ＮＳＰ１をカバーし、第１平坦面ＦＳ１を提供する第１オ
ーバーコーティング層ＴＳ－ＯＣが配置される。第１オーバーコーティング層ＴＳ－ＯＣ
１は図８Ａ乃至図８Ｃを参照して説明した第１絶縁層ＴＳ－ＩＬ１としての有機物層であ
る。
【０２４２】
　第１オーバーコーティング層ＴＳ－ＯＣ１上に第１遮蔽部ＮＳＰ１に重畳する第１セン
サ部ＳＰ１が配置される。第１オーバーコーティング層ＴＳ－ＯＣ１上に第１センサ部Ｓ
Ｐ１をカバーするカラーフィルタＣＦが配置される。カラーフィルタＣＦは発光領域ＰＸ
Ａの各々に対応するように配置される。カラーフィルタＣＦは図３１Ａ乃至図３１Ｃを参
照して説明した第２絶縁層ＴＳ－ＩＬ２に含まれる有機物層である。
【０２４３】
　カラーフィルタＣＦの各々は中心部分ＣＦ－Ｃ及びエッジ部分ＣＦ－Ｅを含む。中心部
分ＣＦ－Ｃは複数個の発光領域ＰＸＡの中で対応する発光領域に重畳する。エッジ部分Ｃ
Ｆ－Ｅは中心部分ＣＦ－Ｃから延長され、非発光領域ＮＰＸＡに重畳し、第１センサ部Ｓ
Ｐ１の第１横部ＳＰ１－Ｌをカバーする。別途に図示していないが、カラーフィルタＣＦ
の各々は平面上から見る時、エッジ部分ＣＦ－Ｅが中心部分を囲む。
【０２４４】
　本実施形態で図示されたカラーフィルタＣＦの中で左側カラーフィルタはレッドカラー
フィルタであり、右側カラーフィルタはグリーンカラーフィルタである。隣接したカラー
フィルタＣＦ各々のエッジ部分ＣＦ－Ｅは第１横部ＳＰ１－Ｌに接触し、第１横部ＳＰ１
－Ｌをカバーする。隣接したカラーフィルタＣＦのエッジ部分ＣＦ－Ｅは互いに接触する
。隣接したカラーフィルタＣＦのエッジ部分ＣＦ－Ｅは第１横部ＳＰ１－Ｌを部分的にカ
バーし、相互補完的に第１導電パターンを完全にカバーする。
【０２４５】
　ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭは非発光領域ＮＰＸＡに重畳するようにカラーフィル
タＣＦ上に配置される。ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭは図３１Ａ乃至図３１Ｃを参照
して説明した第３絶縁層ＴＳ－ＩＬ３に含む有機物層である。図３３Ｂに図示されたよう
に、ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭはカラーフィルタＣＦ上に直接配置される。ブラッ
クマトリックスＴＳ－ＢＭには発光領域ＰＸＡに対応する複数個の透過開口部ＢＭ－ＯＰ
が定義される。
【０２４６】
　複数個の発光領域ＰＸＡと複数個の透過開口部ＢＭ－ＯＰとの平面上の形状は互いに同
一である。つまり、ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭは非発光領域ＮＰＸＡと実質的に同
一な形状（例えばブラックマトリックスＴＳ－ＢＭは非発光領域ＮＰＸＡと第１方向ＤＲ
１及び第２方向ＤＲ２で同一な幅を有する）を有する。しかし、本発明はこれに制限され
なく、複数個の発光領域ＰＸＡと複数個の透過開口部ＢＭ－ＯＰとは互いに異なる形状を
有してもよい。平面上から見る時、第１遮蔽部ＮＳＰ１と第１横部ＳＰ１－Ｌとはブラッ
クマトリックスＴＳ－ＢＭ内側に配置される。
【０２４７】
　カラーフィルタＣＦは有機発光素子ＯＬＥＤから生成された光を透過させるのみでなく
外部光の反射率を減少させる。また、外部光はカラーフィルタＣＦを通過することに応じ
て光量が約１／３に減少される。カラーフィルタＣＦを通過した光は一部消滅され、有機
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発光素子層ＤＰ－ＯＬＥＤ、及び薄膜封止層ＴＦＥ等から一部反射される。反射された光
はカラーフィルタＣＦに入射される。前記反射光はカラーフィルタＣＦを通過しながら、
光量が約１／３に減少される。結果的に外部光の中で一部だけが表示装置から反射される
。
【０２４８】
　図３３Ｃ及び図３３Ｄは図３３Ｂに図示された非発光領域ＮＰＡＸをさらに拡大して示
した。ベース面ＢＳ以下の構成は省略した。図３３Ｃに図示されたように、左側カラーフ
ィルタのエッジ部分ＣＦ－Ｅが第１横部ＳＰ１－Ｌを完全にカバーする。右側カラーフィ
ルタのエッジ部分ＣＦ－Ｅは左側カラーフィルタのエッジ部分ＣＦ－Ｅ上に配置される。
左側カラーフィルタと右側カラーフィルタとが形成される順序に従って非発光領域ＮＰＡ
Ｘに配置されたカラーフィルタの境界部分の形状は変形される。第１横部ＳＰ１－Ｌは第
１線幅Ｗ１を有し、第１遮蔽部ＮＳＰ１は第１線幅Ｗ１より大きな第２線幅Ｗ２を有する
。第１横部ＳＰ１－Ｌは第１遮蔽部ＮＳＰ１の内側に配置される。
【０２４９】
　図３３Ｄに図示されたように、第１平坦面ＦＳ１上に第１横部ＳＰ１－Ｌに重畳する第
１ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭ１が配置される。カラーフィルタが第１平坦面ＦＳ１
上に配置される。右側カラーフィルタのエッジ部分ＣＦ－Ｅと左側カラーフィルタのエッ
ジ部分ＣＦ－Ｅとは第１ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭ１を部分的に露出させる。本発
明の一実施形態でカラーフィルタのエッジ部分ＣＦ－Ｅは省略されてもよい。即ち、カラ
ーフィルタはブラックマトリックスＴＳ－ＢＭの透過開口部ＢＭ－ＯＰ内側のみに配置さ
れることもあり得る。
【０２５０】
　左側カラーフィルタと右側カラーフィルタ上に第２オーバーコーティング層ＴＳ－ＯＣ
２が配置される。第２オーバーコーティング層ＴＳ－ＯＣ２は第２平坦面ＦＳ２を提供す
る。第２オーバーコーティング層ＴＳ－ＯＣ２は図３１Ａ乃至図３１Ｃを参照して説明し
た第２絶縁層ＴＳ－ＩＬ２に含まれる有機物層である。第２ブラックマトリックスＴＳ－
ＢＭ２が第２平坦面ＦＳ２上に直接配置される。
【０２５１】
　図３３Ｅに図示されたように、第１遮蔽部ＮＳＰ１はベース面ＢＳ上に非発光領域ＮＰ
ＸＡに重畳するように配置される。ベース面ＢＳ上に第１遮蔽部ＮＳＰ１をカバーするカ
ラーフィルタＣＦが配置される。カラーフィルタＣＦ上に第１横部ＳＰ１－Ｌが配置され
る。カラーフィルタＣＦ上にオーバーコーティング層ＴＳ－ＯＣが配置される。オーバー
コーティング層ＴＳ－ＯＣの平坦面ＦＳ上にブラックマトリックスＴＳ－ＢＭが配置され
る。本発明の一実施形態では、カラーフィルタＣＦ上にその他のオーバーコーティング層
がさらに配置されることもあり得る。
【０２５２】
　図３３Ｆに図示されたように、カラーフィルタＣＦ上に第１横部ＳＰ１－Ｌをカバーす
る第１ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭ１が配置される。第１ブラックマトリックスＴＳ
－ＢＭ１は第１透過開口部ＢＭ－ＯＰ１を定義する。カラーフィルタＣＦ上に第１ブラッ
クマトリックスＴＳ－ＢＭ１をカバーするオーバーコーティング層ＴＳ－ＯＣが配置され
る。オーバーコーティング層ＴＳ－ＯＣの平坦面ＦＳ上に第２ブラックマトリックスＴＳ
－ＢＭ２が配置される。第２ブラックマトリックスＴＳ－ＢＭ２は第２透過開口部ＢＭ－
ＯＰ２を定義する。
【０２５３】
　図３３Ｇ及び図３３Ｈに図示されたように、タッチスクリーンＴＳは少なくとも１つの
ハードコーティング層ＴＳ－ＨＣ、ＴＳ－ＨＣ１、ＴＳ－ＨＣ２、ＴＳ－ＨＣ３をさらに
含む。図３３Ｇに図示されたタッチスクリーンＴＳは図３３Ｂに図示されたタッチスクリ
ーンＴＳに比べて第２オーバーコーティング層ＴＳ－ＯＣ２及び第２平坦面ＦＳ２上に配
置されたハードコーティング層ＴＳ－ＨＣをさらに含む。
【０２５４】
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　ハードコーティング層ＴＳ－ＨＣが配置されることによって、硬度が増加し、ウインド
部材ＷＭを省略する。ウインド部材ＷＭがタッチスクリーンＴＳに一体化されることによ
って、表示装置がスリムになる。
【０２５５】
　図３３Ｈに図示されたタッチスクリーンＴＳは第１乃至第３ハードコーティング層ＴＳ
－ＨＣ１、ＴＳ－ＨＣ２、ＴＳ－ＨＣ３をさらに含む。第１ハードコーティング層ＴＳ－
ＨＣ１は第１オーバーコーティング層ＴＳ－ＯＣ１とカラーフィルタＣＦを含むカラーフ
ィルタ層との間に配置され、第２ハードコーティング層ＴＳ－ＨＣ２はカラーフィルタ層
とブラックマトリックスＴＳ－ＢＭとの間に配置され、第３ハードコーティング層ＴＳ－
ＨＣ３はタッチスクリーンＴＳの最上層に配置される。図３３Ｇ及び図３３Ｈのタッチス
クリーンＴＳは図３３ＢのタッチスクリーンＴＳにハードコーティング層が追加された実
施形態を例示的に図示したが、本発明はこれに制限されない。
【０２５６】
　図３３Ｉに図示されたように、表示パネルＤＰ－１のバッファ層ＢＦＬ上に第１遮蔽部
ＮＳＰ１、即ちノイズ遮蔽導電層ＮＳＰＬ、ＮＳＰＬ－１（図３２Ｃ及び３２Ｄ参照）が
配置される。図３３Ｉでは図３３ＢのタッチスクリーンＴＳを例示的に図示したが、タッ
チスクリーンＴＳの構成はこれに制限されない。
【０２５７】
　別途に図示していないが、図３３Ｂ乃至図３３Ｉに図示されたタッチスクリーンはベー
ス部材をさらに含む。ベース部材と表示パネルを透明光学接着部材に結合すれば、図３１
Ｃに図示された表示装置が具現される。
【０２５８】
　図３３Ｊは図３１Ｄに図示された表示装置を具体的に図示したものと同じである。図３
３Ｊに図示されたように、表示パネルはノイズ遮蔽導電層ＮＳＰＬ、ＮＳＰＬ－１（図３
２Ｃ及び３２Ｄ参照）を含む。図３３Ｊではノイズ遮蔽導電層の一部分として第１遮蔽部
ＮＳＰ１を示した。第１遮蔽部ＮＳＰ１はベース面ＢＳ上に配置される。ベース面ＢＳ上
に透明光学接着部材ＯＣＡが配置され、透明光学接着部材ＯＣＡ上にベース部材ＴＳ－Ｂ
Ｓが配置される。
【０２５９】
　図３３Ｊでは図３３Ｂに図示されたタッチスクリーンＴＳと同一な層構造のタッチスク
リーンＴＳを例示的に示した。タッチスクリーンＴＳの構成はこれに制限されない。
【０２６０】
　図３４Ａ及び図３４Ｂに図示されたように、第２センサ部ＳＰ２は非発光領域ＮＰＸＡ
に重畳する。第２センサ部ＳＰ２は第１方向ＤＲ１に延長された複数個の第２縦部ＳＰ２
－Ｃと第２方向ＤＲ２に延長された複数個の第２横部ＳＰ２－Ｌとを含む。
【０２６１】
　複数個の第２縦部ＳＰ２－Ｃと複数個の第２横部ＳＰ２－Ｌとは互いに連結されて複数
個のタッチ開口部ＴＳ－ＯＰを形成する。つまり、第２センサ部ＳＰ２はメッシュ形状を
有する。
【０２６２】
　図３４Ｂに図示されたように、第１平坦面ＦＳ１上にカラーフィルタＣＦが配置される
。隣接したカラーフィルタＣＦのエッジＣＦ－Ｅが互いに接触する。カラーフィルタＣＦ
上に第２縦部ＳＰ２－Ｃが配置される。カラーフィルタＣＦ上に配置されたブラックマト
リックスＴＳ－ＢＭは第２導電パターン、即ち第２縦部ＳＰ２－Ｃをカバーする。
【０２６３】
　図３４Ｂは図３３Ｂに対応するＢＢ領域の部分断面を示した。本発明の他の実施形態で
ＢＢ領域の部分断面は図３３Ｃ乃至図３３Ｊに図示された構造を有する。但し、ＢＢ領域
の部分断面には第１横部ＳＰ１－Ｌが省略され、第２縦部ＳＰ２－Ｃが配置される。
【０２６４】
　図３５Ａ及び図３５Ｂに図示されたように、第１連結部ＣＰ１は第１オーバーコーティ
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ング層ＴＳ－ＯＣ１上に配置された第３縦部ＣＰ１－Ｃ１、ＣＰ１－Ｃ２、及び第３縦部
ＣＰ１－Ｃ１、ＣＰ１－Ｃ２を連結する第３横部ＣＰ１－Ｌを含む。２個の第３縦部ＣＰ
１－Ｃ１、ＣＰ１－Ｃ２が図示されたが、これに制限されない。
【０２６５】
　第２連結部ＣＰ２はカラーフィルタ層ＴＳ－ＣＦ上に配置された第４横部ＣＰ２－Ｌ１
、ＣＰ２－Ｌ２及び第４横部ＣＰ２－Ｌ１、ＣＰ２－Ｌ２を連結する第４縦部ＣＰ２－Ｃ
を含む。第１連結部ＣＰ１はメッシュ形状を有し、第２連結部ＣＰ２もやはりメッシュ形
状を有する。
【０２６６】
　図３５Ａでは図示されないが、図３５Ｂに図示されたように、ベース面ＢＳ上には第３
遮蔽部ＮＣＰが配置される。第３遮蔽部ＮＣＰは第１連結部ＣＰ１及び第２連結部ＣＰ２
に重畳する。第１オーバーコーティング層ＴＳ－ＯＣ１が第３遮蔽部ＮＣＰをカバーする
。
【０２６７】
　図３５Ａ及び図３５Ｂは図３３Ｂ及び図３３Ｂに対応する層構造を図示したが、これに
制限されない。タッチスクリーンＴＳの連結部ＣＰ１、ＣＰ２に対応する断面構造は図３
３Ｃ乃至図３３Ｊに図示されたように変形される。
【０２６８】
　図３３Ａ乃至図３５Ｂを参照して説明したように、第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ
１－３、第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３、及び第１遮蔽部ＮＳＰ１、第２遮蔽
部ＮＳＰ２、及び第３遮蔽部ＮＣＰがメッシュ形状を有することによって、フレキシブル
表示装置ＤＤのフレキシビリティが向上される。図１Ｂ及び図２Ｂのようにフレキシブル
表示装置ＤＤがベンディングされる時、第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－３及び第
２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３に印加される引張ストレス／圧縮ストレスが減少
されることによって、それのクラックが防止される。
【０２６９】
　タッチスクリーンＴＳの絶縁層がカラーフィルタＣＦを含むことによって、表示装置が
スリムになる。第１遮蔽部ＮＳＰ１、第２遮蔽部ＮＳＰ２、及び第３遮蔽部ＮＣＰが配置
されることによって、第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－１及び第２タッチ電極ＴＥ
２－１乃至ＴＥ２－３が回路層ＤＰ－ＣＬ及び有機発光素子層ＤＰ－ＯＬＥＤに隣接して
も、それから発生したノイズを遮断する。したがって、タッチ感度が向上される。
【０２７０】
　図３６Ａ及び図３６Ｂは本発明の一実施形態によるタッチスクリーンの導電層の平面図
である。図３６Ｃは図３６Ａ及び図３６ＢのＣＣ領域の部分拡大図である。図３６Ｄは図
３６Ｃの部分断面図である。以下、図１乃至図３５Ｂを参照して説明した構成と同一な構
成に対する詳細な説明は省略する。
【０２７１】
　本実施形態で１層型（１－ｌａｙｅｒ）の静電容量式タッチスクリーンを例示的に示し
た。セルフキャップ（ｓｅｌｆ　ｃａｐａｃｉｔａｎｃｅ）方式に駆動されることができ
、座標情報獲得のためのタッチスクリーンの駆動方法は特別に制限されない。
【０２７２】
　図３６Ａに図示されたように、第１導電パターンは第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ
１－３、第１タッチ信号ラインＳＬ１－１乃至ＳＬ１－３、第２タッチ電極ＴＥ２－１乃
至ＴＥ２－３の第２センサ部ＳＰ２、及び第２タッチ信号ラインＳＬ２－１乃至ＳＬ２－
３を含む。第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－３の各々は複数個の第１センサ部ＳＰ
１と複数個の第１連結部ＣＰ１とを含む。
【０２７３】
　つまり、複数個の第１センサ部ＳＰ１、複数個の第１連結部ＣＰ１、第２センサ部ＳＰ
２は同一層上に配置される。別途に図示していないが、ＡＡ領域とＢＢ領域との各々は断
面上で図３３Ｂ乃至図３３Ｊの構造を有する。
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【０２７４】
　図３６Ｂに図示されたように、第２導電パターンは第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ
２－３の複数個の第２連結部ＣＰ２を含む。第２連結部ＣＰ２はブリッジ機能を有する。
【０２７５】
　図３６Ｃ及び図３６Ｄに図示されたように、第２連結部ＣＰ２はカラーフィルタ層ＴＳ
－ＣＦを貫通する第１貫通ホールＴＳ－ＣＨ１と第２貫通ホールＴＳ－ＣＨ２とを介して
第２センサ部ＳＰ２の中で第２方向ＤＲ２に隣接した２個の第２センサ部ＳＰ２を電気的
に連結する。
【０２７６】
　図３６Ｃでは図示されないが、図３６Ｄに図示されたように、ベース面ＢＳ上には第３
遮蔽部ＮＣＰが配置される。第３遮蔽部ＮＣＰは第１連結部ＣＰ１及び第２連結部ＣＰ２
に重畳する。第１オーバーコーティング層ＴＳ－ＯＣ１が第３遮蔽部ＮＣＰをカバーする
。
【０２７７】
　図３６Ｃ及び図３６Ｄは図３３Ｂ及び図３４Ｂに対応する層構造を図示したが、これに
制限されない。タッチスクリーンＴＳの連結部ＣＰ１、ＣＰ２に対応する断面構造は図３
３Ｃ乃至図３３Ｊに図示されたように変形される。
【０２７８】
　図３７Ａ及び図３７Ｂは本発明の一実施形態によるタッチスクリーンの導電層の平面図
である。図３８Ａは図３７Ａ及び図３７ＢのＤＤ領域の部分拡大図である。図３８Ｂは図
３８Ａの部分拡大図である。図３８Ｃ及び図３８Ｄは図３８Ａの部分断面図である。以下
、図１乃至図３６Ｄを参照して説明した構成と同一な構成に対する詳細な説明は省略する
。
【０２７９】
　図３７Ａ及び図３７Ｂに図示されたように、第１導電パターンは第１タッチ電極ＴＥ１
－１乃至ＴＥ１－３と第１補助電極ＳＴＥ１とを含む。第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至Ｔ
Ｅ１－３の各々は複数個の第１センサ部ＳＰ１と複数個の第１連結部ＣＰ１とを含む。第
２導電パターンは第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３と第２補助電極ＳＴＥ１を含
む。第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－３の各々は複数個の第２センサ部ＳＰ２と複
数個の第２連結部ＣＰ２とを含む。
【０２８０】
　第１補助電極ＳＴＥ１の各々は複数個の第２センサ部ＳＰ２の中で対応する第２センサ
部に重畳し、第２補助電極ＳＴＥ２の各々は複数個の第１センサ部ＳＰ１の中で対応する
第１センサ部に重畳する。第１補助電極ＳＴＥ１と第２補助電極ＳＴＥ２とはメッシュ形
状を有する。第１補助電極ＳＴＥ１の各々は対応する第２センサ部に電気的に連結され、
第２補助電極ＳＴＥ２の各々は対応する第１センサ部に電気的に連結される。それによっ
て、第１タッチ電極ＴＥ１－１乃至ＴＥ１－３と第２タッチ電極ＴＥ２－１乃至ＴＥ２－
３との抵抗が小さくなり、タッチ感度が向上される。
【０２８１】
　第１センサ部ＳＰ１、複数個の第１連結部ＣＰ１、及び第２補助電極ＳＴＥ２の組み合
わせが第１タッチ電極として定義される。第１センサ部ＳＰ１は第１タッチ電極の下部セ
ンサ部に該当し、複数個の第１連結部ＣＰ１は下部連結部に該当し、第２補助電極ＳＴＥ
２は上部センサ部に該当する。これと同様に、第２センサ部ＳＰ２、複数個の第２連結部
ＣＰ２、及び第１補助電極ＳＴＥ１の組み合わせが第２タッチ電極として定義される。
【０２８２】
　図３８Ａ及び図３８Ｂでは第２補助電極ＳＥ２と第１センサ部ＳＰ１との連結関係を具
体的に示した。第１センサ部ＳＰ１は点線で、第２補助電極ＳＴＥ２は実線で示した。第
２補助電極ＳＴＥ２の線幅が第１センサ部ＳＰ１の線幅より大きく図示されたが、これに
制限されない。第２補助電極ＳＴＥ２と第１センサ部ＳＰ１との線幅は互いに同一である
。第２補助電極ＳＴＥ２は第１センサ部ＳＰ１に重畳し、第１連結部ＣＰ１に重畳しない
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【０２８３】
　図３８Ｃ及び図３８Ｄに図示されたように、第２補助電極ＳＴＥ２と第１センサ部ＳＰ
１とは複数個の補助貫通ホールＳＣＨを介して連結される。図３８Ａ及び図３８Ｂでは図
示されないが、図３８Ｃ及び図３８Ｄに図示されたように、ベース面ＢＳ上には第３遮蔽
部ＮＣＰが配置される。第３遮蔽部ＮＣＰは第１センサ部ＳＰ１及び第２補助電極ＳＴＥ
２に重畳する。第１オーバーコーティング層ＴＳ－ＯＣ１が第３遮蔽部ＮＣＰをカバーす
る。第１センサ部ＳＰ１は第１オーバーコーティング層ＴＳ－ＯＣ１上に配置される。
【０２８４】
　図３８Ｃ及び図３８Ｄは図３３Ｂ及び図３４Ｂに対応する層構造を図示したが、これに
制限されない。タッチスクリーンＴＳのＤＤ領域に対応する断面構造は図３３Ｃ乃至図３
３Ｊに図示されたように変形される。上述したことによると、ノイズ遮蔽導電層が第１導
電パターン及び第２導電パターンに重畳されることによって、表示パネルから発生したノ
イズが第１導電パターン及び第２導電パターンに干渉されることを防止する。タッチ電極
がメッシュ形状を有することによって、タッチ電極に印加される引張ストレス／圧縮スト
レスが減少され、結果的にタッチ電極のクラックが防止する。カラーフィルタは外部光を
フィルタリングすることによって外部光反射率を減少させる。タッチスクリーンの絶縁層
がカラーフィルタを含むことによって、表示装置がスリムになる。
【０２８５】
　以上では本発明の望ましい実施形態を参照して説明したが、該当技術分野の熟練された
同業者又は該当技術分野の通常の知識を有する者であれば、後述される特許請求範囲に記
載された本発明の思想及び技術領域から逸脱しない範囲内で本発明を多様に修正及び変更
させることができることを理解するべきである。
【０２８６】
　したがって、本発明の技術的範囲は明細書の詳細な説明に記載された内容に限定される
ものではなく特許請求範囲によって定まれるべきものである。
【符号の説明】
【０２８７】
　ＷＭ ウインド部材
　ＷＭ－ＢＳ ベース部材
　ＷＭ－ＢＭ ベゼル層
　ＴＳ　　　 タッチスクリーン
　ＤＰ　　　 表示パネル
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